
社会福祉法人　京都障害者福祉センター
令和3年度 計算書類等

　　　　　　　　　　☝項目をクリックしてください。ページへ移動します。 

１　計算書類

２　事業報告



法人単位資金収支計算書
(自) 令和 3年 4月 1日 (至) 令和 4年 3月31日

社会福祉法人名  社会福祉法人　京都障害者福祉センター

第一号第一様式（第十七条第四項関係）

  Page:   1

事業・拠点   [0001:京都障害者福祉センター]

(単位：円)

勘　定　科　目 予算(A) 決算(B) 差異(A)-(B)
就労支援事業収入   128,348,000   124,821,161     3,526,839
障害福祉サービス等事業収入 1,450,010,000 1,433,834,138    16,175,862

収 その他の事業収入   109,382,000   108,562,722       819,278
その他の収入     1,140,000     1,042,420        97,580

事 経常経費寄附金収入       969,000       968,560           440
業 入 受取利息配当金収入     4,279,000     4,501,347     △222,347
活 その他の収入    20,920,000    19,867,250     1,052,750
動 流動資産評価益等による資金増加額     8,400,000     8,307,258        92,742
に     事業活動収入計(1) 1,723,448,000 1,701,904,856    21,543,144
よ 人件費支出 1,295,378,000 1,255,136,900    40,241,100
る 事業費支出   108,967,000    93,367,803    15,599,197
収 支 事務費支出   145,640,000   124,907,370    20,732,630
支 就労支援事業支出   137,319,000   127,122,982    10,196,018

支払利息支出     2,250,000     2,205,853        44,147
出 その他の支出    14,067,000    12,918,056     1,148,944

法人税、住民税及び事業税支出       128,000       128,000
    事業活動支出計(2) 1,703,749,000 1,615,786,964    87,962,036

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2)    19,699,000    86,117,892  △66,418,892
施 収 施設整備等補助金収入     2,118,000     2,118,000
設 施設整備等寄附金収入       350,000       350,000
整 入 固定資産売却収入       180,000       180,000
備     施設整備等収入計(4)     2,648,000     2,648,000
等 設備資金借入金元金償還支出    36,200,000    36,108,000        92,000
に 支 固定資産取得支出    19,140,000    13,919,254     5,220,746
よ その他の施設整備等による支出       452,000       451,270           730
る 出
収     施設整備等支出計(5)    55,792,000    50,478,524     5,313,476
支 施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)  △53,144,000  △47,830,524   △5,313,476
そ 収 積立資産取崩収入     7,228,000     3,152,190     4,075,810
の 入     その他の活動収入計(7)     7,228,000     3,152,190     4,075,810
他 積立資産支出     6,163,000     6,163,000
の その他の活動による支出     3,982,000     3,981,584           416
活 支
動
に
よ 出
る
収     その他の活動支出計(8)    10,145,000    10,144,584           416
支 その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)   △2,917,000   △6,992,394     4,075,394
予備費支出(10)

     ―

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10)  △36,362,000    31,294,974  △67,656,974

前期末支払資金残高(12)   872,538,150   872,538,150
当期末支払資金残高(11)+(12)   836,176,150   903,833,124  △67,656,974



資金収支内訳表
(自) 令和 3年 4月 1日 (至) 令和 4年 3月31日

社会福祉法人名  社会福祉法人　京都障害者福祉センター

第一号第二様式（第十七条第四項関係）

  Page:   1

事業・拠点   [0001:京都障害者福祉センター]

(単位：円)

勘　定　科　目 社会福祉事業 公益事業 合　　計 内部取引消去 法 人 合 計
就労支援事業収入     130,062,161     130,062,161     △5,241,000     124,821,161
障害福祉サービス等事業収入   1,433,834,138   1,433,834,138   1,433,834,138

収 その他の事業収入      69,366,677      39,196,045     108,562,722     108,562,722
その他の収入       1,042,420       1,042,420       1,042,420

事 経常経費寄附金収入         968,560         968,560         968,560
業 入 受取利息配当金収入       4,501,184             163       4,501,347       4,501,347
活 その他の収入      19,867,250      19,867,250      19,867,250
動 流動資産評価益等による資金増加額       8,307,258       8,307,258       8,307,258
に     事業活動収入計(1)   1,667,949,648      39,196,208   1,707,145,856     △5,241,000   1,701,904,856
よ 人件費支出   1,249,754,153       5,382,747   1,255,136,900   1,255,136,900
る 事業費支出      93,367,803      93,367,803      93,367,803
収 支 事務費支出     107,907,466      22,240,904     130,148,370     △5,241,000     124,907,370
支 就労支援事業支出     127,122,982     127,122,982     127,122,982

支払利息支出       2,205,853       2,205,853       2,205,853
出 その他の支出      12,918,056      12,918,056      12,918,056

法人税、住民税及び事業税支出         128,000         128,000         128,000
    事業活動支出計(2)   1,593,276,313      27,751,651   1,621,027,964     △5,241,000   1,615,786,964

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2)      74,673,335      11,444,557      86,117,892      86,117,892
施 収 施設整備等補助金収入       2,118,000       2,118,000       2,118,000
設 施設整備等寄附金収入         350,000         350,000         350,000
整 入 固定資産売却収入         180,000         180,000         180,000
備     施設整備等収入計(4)       2,648,000       2,648,000       2,648,000
等 設備資金借入金元金償還支出      36,108,000      36,108,000      36,108,000
に 支 固定資産取得支出      12,618,614       1,300,640      13,919,254      13,919,254
よ その他の施設整備等による支出         451,270         451,270         451,270
る 出
収     施設整備等支出計(5)      49,177,884       1,300,640      50,478,524      50,478,524
支 施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)    △46,529,884     △1,300,640    △47,830,524    △47,830,524
そ 収 積立資産取崩収入       3,152,190       3,152,190       3,152,190
の 入 事業区分間長期貸付金回収収入       4,246,337       4,246,337     △4,246,337
他     その他の活動収入計(7)       7,398,527       7,398,527     △4,246,337       3,152,190
の 積立資産支出       6,163,000       6,163,000       6,163,000
活 支 事業区分間長期借入金返済支出       4,246,337       4,246,337     △4,246,337
動 その他の活動による支出       3,981,584       3,981,584       3,981,584
に
よ 出
る
収     その他の活動支出計(8)      10,144,584       4,246,337      14,390,921     △4,246,337      10,144,584
支 その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)     △2,746,057     △4,246,337     △6,992,394     △6,992,394
当期資金収支差額合計(10)=(3)+(6)+(9)      25,397,394       5,897,580      31,294,974      31,294,974

前期末支払資金残高(11)     856,726,599      15,811,551     872,538,150     872,538,150
当期末支払資金残高(10)+(11)     882,123,993      21,709,131     903,833,124     903,833,124



法人単位事業活動計算書
(自) 令和 3年 4月 1日 (至) 令和 4年 3月31日

社会福祉法人名  社会福祉法人　京都障害者福祉センター

第二号第一様式（第二十三条第四項関係）

  Page:   1

事業・拠点   [0001:京都障害者福祉センター]

(単位：円)

勘　定　科　目 当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)-(B)
就労支援事業収益   124,821,161   111,479,011    13,342,150

収 障害福祉サービス等事業収益 1,433,834,138 1,432,772,067     1,062,071
サ その他の事業収益   108,562,722   108,448,106       114,616
｜ 益 その他の収益     1,042,420     1,173,278     △130,858
ビ 経常経費寄附金収益       968,560     2,800,000   △1,831,440
ス     サービス活動収益計(1) 1,669,229,001 1,656,672,462    12,556,539
活 人件費 1,257,136,714 1,217,206,591    39,930,123
動 費 事業費    93,367,803    96,157,143   △2,789,340
増 事務費   126,595,916   130,137,065   △3,541,149
減 就労支援事業費用   128,551,108   125,619,575     2,931,533
の 用 減価償却費    91,388,327    93,479,647   △2,091,320
部 国庫補助金等特別積立金取崩額   △5,684,612   △5,276,039     △408,573

    サービス活動費用計(2) 1,691,355,256 1,657,323,982    34,031,274
サービス活動増減差額(3)=(1)-(2)  △22,126,255     △651,520  △21,474,735

サ 収 受取利息配当金収益     4,501,347     1,273,389     3,227,958
｜ 有価証券評価益     8,307,258    16,544,484   △8,237,226
ビ 益 その他のサービス活動外収益    19,867,250    23,319,044   △3,451,794
ス     サービス活動外収益計(4)    32,675,855    41,136,917   △8,461,062
活 支払利息     2,205,853     2,330,057     △124,204
動 費 その他のサービス活動外費用    12,918,056    13,224,920     △306,864
外
増 用
減
の     サービス活動外費用計(5)    15,123,909    15,554,977     △431,068
部 サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5)    17,551,946    25,581,940   △8,029,994
経常増減差額(7)=(3)+(6)   △4,574,309    24,930,420  △29,504,729

施設整備等補助金収益     2,118,000     9,263,394   △7,145,394
収 施設整備等寄附金収益       350,000       350,000

特 固定資産受贈額       102,000       102,000
別 益 固定資産売却益       179,998       179,998
増 その他の特別収益        70,687      △70,687
減     特別収益計(8)     2,749,998     9,334,081   △6,584,083
の 費 固定資産売却損・処分損        42,561            18        42,543
部 国庫補助金等特別積立金積立額     2,118,000     9,263,394   △7,145,394

用 その他の特別損失     3,981,584     3,981,584
    特別費用計(9)     6,142,145     9,263,412   △3,121,267

特別増減差額(10)=(8)-(9)   △3,392,147        70,669   △3,462,816
税引前当期活動増減差額(11)=(7)+(10)   △7,966,456    25,001,089  △32,967,545
法人税、住民税及び事業税(12)       128,000       128,000
法人税等調整額(13)
当期活動増減差額(14)=(11)-(12)-(13)   △8,094,456    25,001,089  △33,095,545
繰 前期繰越活動増減差額(15) 1,800,195,949 1,775,682,709    24,513,240
越 当期末繰越活動増減差額(16)=(14)+(15) 1,792,101,493 1,800,683,798   △8,582,305
活 基本金取崩額(17)
動 その他の積立金取崩額(18)     3,152,190     2,282,281       869,909
増 その他の積立金積立額(19)     6,163,000     2,770,130     3,392,870
減
差
額
の
部 次期繰越活動増減差額(20)=(16)+(17)+(18)-(19) 1,789,090,683 1,800,195,949  △11,105,266



事業活動内訳表
(自) 令和 3年 4月 1日 (至) 令和 4年 3月31日

社会福祉法人名  社会福祉法人　京都障害者福祉センター

第二号第二様式（第二十三条第四項関係）

  Page:   1

(単位：円)

勘　定　科　目 京都障害者福祉センター
社会福祉事業 公益事業

合　　計 内部取引消去 法 人 合 計

就労支援事業収益     130,062,161     130,062,161     △5,241,000     124,821,161
収 障害福祉サービス等事業収益   1,433,834,138   1,433,834,138   1,433,834,138

サ その他の事業収益      69,366,677      39,196,045     108,562,722     108,562,722
｜ 益 その他の収益       1,042,420       1,042,420       1,042,420
ビ 経常経費寄附金収益         968,560         968,560         968,560
ス     サービス活動収益計(1)   1,635,273,956      39,196,045   1,674,470,001     △5,241,000   1,669,229,001
活 人件費   1,251,753,967       5,382,747   1,257,136,714   1,257,136,714
動 費 事業費      93,367,803      93,367,803      93,367,803
増 事務費     109,596,012      22,240,904     131,836,916     △5,241,000     126,595,916
減 就労支援事業費用     128,551,108     128,551,108     128,551,108
の 用 減価償却費      81,754,114       9,634,213      91,388,327      91,388,327
部 国庫補助金等特別積立金取崩額     △5,684,612     △5,684,612     △5,684,612

    サービス活動費用計(2)   1,659,338,392      37,257,864   1,696,596,256     △5,241,000   1,691,355,256
サービス活動増減差額(3)=(1)-(2)    △24,064,436       1,938,181    △22,126,255    △22,126,255

サ 収 受取利息配当金収益       4,501,184             163       4,501,347       4,501,347
｜ 有価証券評価益       8,307,258       8,307,258       8,307,258
ビ 益 その他のサービス活動外収益      19,867,250      19,867,250      19,867,250
ス     サービス活動外収益計(4)      32,675,692             163      32,675,855      32,675,855
活 支払利息       2,205,853       2,205,853       2,205,853
動 費 その他のサービス活動外費用      12,918,056      12,918,056      12,918,056
外
増 用
減
の     サービス活動外費用計(5)      15,123,909      15,123,909      15,123,909
部 サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5)      17,551,783             163      17,551,946      17,551,946
経常増減差額(7)=(3)+(6)     △6,512,653       1,938,344     △4,574,309     △4,574,309

施設整備等補助金収益       2,118,000       2,118,000       2,118,000
収 施設整備等寄附金収益         350,000         350,000         350,000

特 固定資産受贈額         102,000         102,000         102,000
別 益 固定資産売却益         179,998         179,998         179,998
増     特別収益計(8)       2,749,998       2,749,998       2,749,998
減 費 固定資産売却損・処分損              12          42,549          42,561          42,561
の 国庫補助金等特別積立金積立額       2,118,000       2,118,000       2,118,000
部 用 その他の特別損失       3,981,584       3,981,584       3,981,584

    特別費用計(9)       6,099,596          42,549       6,142,145       6,142,145
特別増減差額(10)=(8)-(9)     △3,349,598        △42,549     △3,392,147     △3,392,147

税引前当期活動増減差額(11)=(7)+(10)     △9,862,251       1,895,795     △7,966,456     △7,966,456
法人税、住民税及び事業税(12)         128,000         128,000         128,000
法人税等調整額(13)
当期活動増減差額(14)=(11)-(12)-(13)     △9,862,251       1,767,795     △8,094,456     △8,094,456
繰 前期繰越活動増減差額(15)   1,734,426,602      65,769,347   1,800,195,949   1,800,195,949
越 当期末繰越活動増減差額(16)=(14)+(15)   1,724,564,351      67,537,142   1,792,101,493   1,792,101,493
活 基本金取崩額(17)
動 その他の積立金取崩額(18)       3,152,190       3,152,190       3,152,190
増 その他の積立金積立額(19)       6,163,000       6,163,000       6,163,000
減
差
額
の
部 次期繰越活動増減差額(20)=(16)+(17)+(18)-(19)   1,721,553,541      67,537,142   1,789,090,683   1,789,090,683



法人単位貸借対照表
令和 4年 3月31日現在

社会福祉法人名  社会福祉法人　京都障害者福祉センター

第三号第一様式（第二十七条第四項関係）

  Page:   1

事業・拠点   [0001:京都障害者福祉センター]

(単位：円)

資    産    の    部
当年度末 前年度末 増    減

負    債    の    部
当年度末 前年度末 増    減

流動資産 1,000,710,769   968,063,353    32,647,416 流動負債   185,633,121   181,174,309     4,458,812
  現金預金   522,382,447   587,694,990  △65,312,543   事業未払金    68,761,865    67,282,299     1,479,566
    現金       447,444       424,980        22,464   その他の未払金     1,020,440     1,408,850     △388,410
    預金   519,802,558   585,078,560  △65,276,002   1年以内返済予定設備資金借入金    36,108,000    36,108,000
    小口     2,132,445     2,191,450      △59,005   未払費用     8,903,641     8,594,392       309,249
  有価証券   224,851,742   116,544,484   108,307,258   預り金       571,781       716,089     △144,308
  事業未収金   219,602,483   229,061,055   △9,458,572   職員預り金    13,387,674    12,187,173     1,200,501
  未収金     2,022,695     2,347,615     △324,920   前受金       387,600       385,200         2,400
  未収補助金    21,112,500    20,549,697       562,803   賞与引当金    56,492,120    54,492,306     1,999,814
  商品・製品     1,164,277     1,127,442        36,835 固定負債   540,089,000   576,197,000  △36,108,000
  原材料     2,068,730     2,225,466     △156,736   設備資金借入金   540,089,000   576,197,000  △36,108,000
  立替金       560,033       365,480       194,553 負債の部合計   725,722,121   757,371,309  △31,649,188
  前払金       361,381       439,601      △78,220                                  純  資  産  の  部                                 
  前払費用     5,924,012     5,929,231       △5,219 基本金     1,300,000     1,300,000
  短期貸付金       180,000     △180,000   基本金     1,300,000     1,300,000
  仮払金        48,832        48,832 国庫補助金等特別積立金    25,982,870    29,723,430   △3,740,560
  その他の流動資産       611,637     1,598,292     △986,655   国庫補助金等特別積立金    25,982,870    29,723,430   △3,740,560
固定資産 2,017,152,985 2,093,284,605  △76,131,620 その他の積立金   475,768,080   472,757,270     3,010,810
 基本財産 1,338,358,669 1,384,092,478  △45,733,809   その他の積立金   475,768,080   472,757,270     3,010,810
  土地   526,440,671   526,440,671       修繕積立金   103,893,468    97,893,468     6,000,000
  建物   810,617,998   856,351,807  △45,733,809       経営安定化積立金   118,583,596   118,583,596
  定期預金     1,300,000     1,300,000       移行時特別積立金：人件費    35,400,000    35,400,000
 その他の固定資産   678,794,316   709,192,127  △30,397,811       移行時特別積立金：修繕    50,000,000    50,000,000
  建物    95,417,430   101,771,971   △6,354,541       移行時特別積立金：備品等購入    50,000,000    50,000,000
  構築物    30,030,510    33,199,238   △3,168,728       移行時特別積立金：その他    25,000,000    25,000,000
  機械及び装置     9,863,186    13,113,492   △3,250,306       工賃変動積立金    13,966,737    13,803,737       163,000
  車輌運搬具    17,366,765    20,398,835   △3,032,070       設備等整備積立金    78,924,279    82,076,469   △3,152,190
  器具及び備品    37,482,599    47,020,419   △9,537,820 次期繰越活動増減差額 1,789,090,683 1,800,195,949  △11,105,266
  権利     3,384,982     3,501,875     △116,893   次期繰越活動増減差額 1,789,090,683 1,800,195,949  △11,105,266
  ソフトウェア     8,530,311    16,249,733   △7,719,422   （うち当期活動増減差額）   △8,094,456    25,001,089  △33,095,545
  投資有価証券        10,000        10,000
  その他の積立資産   475,768,080   472,757,270     3,010,810
      修繕積立資産   103,893,468    97,893,468     6,000,000
      経営安定化積立資産   118,583,596   118,583,596
      移行時特別積立資産：人件費    35,400,000    35,400,000
      移行時特別積立資産：修繕    50,000,000    50,000,000
      移行時特別積立資産：備品等購入    50,000,000    50,000,000
      移行時特別積立資産：その他    25,000,000    25,000,000
      工賃変動積立資産    13,966,737    13,803,737       163,000
      設備等整備積立資産    78,924,279    82,076,469   △3,152,190
  長期前払費用       847,923     1,098,544     △250,621
  その他の固定資産        92,530        70,750        21,780 純資産の部合計 2,292,141,633 2,303,976,649  △11,835,016

資産の部合計 3,017,863,754 3,061,347,958  △43,484,204 負債及び純資産の部合計 3,017,863,754 3,061,347,958  △43,484,204



貸借対照表内訳表
令和 4年 3月31日現在

社会福祉法人名  社会福祉法人　京都障害者福祉センター

第三号第二様式（第二十七条第四項関係）

  Page:   1

事業・拠点   [0001:京都障害者福祉センター]

(単位：円)

勘　定　科　目 社会福祉事業 公益事業 合　　計 内部取引消去 法 人 合 計
流動資産     987,737,914      25,792,937   1,013,530,851    △12,820,082   1,000,710,769
  現金預金     508,039,410      14,343,037     522,382,447     522,382,447
  有価証券     224,851,742     224,851,742     224,851,742
  事業未収金     221,192,047      11,230,518     232,422,565    △12,820,082     219,602,483
  未収金       1,886,521         136,174       2,022,695       2,022,695
  未収補助金      21,112,500      21,112,500      21,112,500
  商品・製品       1,164,277       1,164,277       1,164,277
  原材料       2,068,730       2,068,730       2,068,730
  立替金         559,325             708         560,033         560,033
  前払金         361,381         361,381         361,381
  前払費用       5,841,512          82,500       5,924,012       5,924,012
  仮払金          48,832          48,832          48,832
  その他の流動資産         611,637         611,637         611,637
固定資産   1,971,324,974      81,204,083   2,052,529,057    △35,376,072   2,017,152,985
 基本財産   1,338,358,669   1,338,358,669   1,338,358,669
  土地     526,440,671     526,440,671     526,440,671
  建物     810,617,998     810,617,998     810,617,998
  定期預金       1,300,000       1,300,000       1,300,000
 その他の固定資産     632,966,305      81,204,083     714,170,388    △35,376,072     678,794,316
  建物      28,706,454      66,710,976      95,417,430      95,417,430
  構築物      27,766,989       2,263,521      30,030,510      30,030,510
  機械及び装置       8,744,403       1,118,783       9,863,186       9,863,186
  車輌運搬具      17,366,765      17,366,765      17,366,765
  器具及び備品      26,371,796      11,110,803      37,482,599      37,482,599
  権利       3,384,982       3,384,982       3,384,982
  ソフトウェア       8,530,311       8,530,311       8,530,311
  投資有価証券          10,000          10,000          10,000
  事業区分間長期貸付金      35,376,072      35,376,072    △35,376,072
  その他の積立資産     475,768,080     475,768,080     475,768,080
  長期前払費用         847,923         847,923         847,923
  その他の固定資産          92,530          92,530          92,530

資産の部合計   2,959,062,888     106,997,020   3,066,059,908    △48,196,154   3,017,863,754
流動負債     194,369,397       4,083,806     198,453,203    △12,820,082     185,633,121
  事業未払金      78,236,602       3,345,345      81,581,947    △12,820,082      68,761,865
  その他の未払金         815,400         205,040       1,020,440       1,020,440
  1年以内返済予定設備資金借入金      36,108,000      36,108,000      36,108,000
  未払費用       8,903,641       8,903,641       8,903,641
  預り金          38,360         533,421         571,781         571,781
  職員預り金      13,387,674      13,387,674      13,387,674
  前受金         387,600         387,600         387,600
  賞与引当金      56,492,120      56,492,120      56,492,120
固定負債     540,089,000      35,376,072     575,465,072    △35,376,072     540,089,000
  設備資金借入金     540,089,000     540,089,000     540,089,000
  事業区分間長期借入金      35,376,072      35,376,072    △35,376,072

負債の部合計     734,458,397      39,459,878     773,918,275    △48,196,154     725,722,121
基本金       1,300,000       1,300,000       1,300,000
  基本金       1,300,000       1,300,000       1,300,000
国庫補助金等特別積立金      25,982,870      25,982,870      25,982,870
  国庫補助金等特別積立金      25,982,870      25,982,870      25,982,870
その他の積立金     475,768,080     475,768,080     475,768,080
  その他の積立金     475,768,080     475,768,080     475,768,080
次期繰越活動増減差額   1,721,553,541      67,537,142   1,789,090,683   1,789,090,683
  次期繰越活動増減差額   1,721,553,541      67,537,142   1,789,090,683   1,789,090,683
  （うち当期活動増減差額）     △9,862,251       1,767,795     △8,094,456     △8,094,456

純資産の部合計   2,224,604,491      67,537,142   2,292,141,633   2,292,141,633
負債及び純資産の部合計   2,959,062,888     106,997,020   3,066,059,908    △48,196,154   3,017,863,754



別紙１

計算書類に対する注記

１．継続事業の前提に関する注記                                                                      

    該当なし

２．重要な会計方針                                                                                  

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

　　・満期保有目的の債券等－償却原価法（定額法）

　　・上記以外の有価証券で時価のあるもの－決算日の市場価格に基づく時価法

(2) 固定資産の減価償却の方法

　　・建物並びに構築物、機械及び装置、車両運搬具、器具及び備品、権利、ソフトウェア－定額法

　　・リース資産

　　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産　

　　　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっている。

(3) 引当金の計上基準

　　・賞与引当金－職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上している

(4）消費税等の会計処理

　　・消費税の会計処理は、税込方式によっている。

３．重要な会計方針の変更                                                                            

    該当なし

４．法人で採用する退職給付制度                                                                      

　・独立行政法人　福祉医療機構　社会福祉医療機構　社会福祉施設職員退職手当共済法による退職給付制度

　・京都府社会福祉事業企業年金基金による退職給付制度

５．法人が作成する計算書類と拠点区分、サービス区分                                                  

当法人の作成する計算書類は以下のとおりになっている。

(1) 法人全体の計算書類(会計基準省令第一号第一様式、第二号第一様式、第三号第一様式)

(2) 事業区分別内訳表(会計基準省令第一号第二様式、第二号第二様式、第三号第二様式)

(3) 社会福祉事業における拠点区分別内訳表(会計基準省令第一号第三様式、第二号第三様式、第三号第三様式)

(4) 収益事業における拠点区分別内訳表(会計基準省令第一号第三様式、第二号第三様式、第三号第三様式)

　　当法人では、収益事業を実施していないため作成していない。

(5) 各拠点区分におけるサービス区分の内容

　ア法人本部拠点（社会福祉事業）

　　「法人本部」

　イ京都市洛南身体障害者福祉会館拠点（社会福祉事業）

　　「身体障害者福祉センター（Ｂ型）」

　　「生活介護事業」

　　「就労継続支援Ｂ型事業」



　　「計画相談支援事業」

　　「ＩＴ事業」

　　「京都市重度身体障害者支援事業」

　ウ京都市山科身体障害者福祉会館拠点（社会福祉事業）

　　「身体障害者福祉センター（Ｂ型）」

　　「生活介護事業」

　　「計画相談支援事業」

　エ洛南障害者デイサービスセンター「あすなろ」拠点（社会福祉事業）

　　「生活介護事業」

　　「計画相談支援事業」

　オ京都市伏見障害者デイサービスセンター拠点（社会福祉事業）

　　「生活介護事業」

　　「計画相談支援事業」

　カ京都市山科障害者デイサービスセンター拠点（社会福祉事業）

　　「生活介護事業」

　　「計画相談支援事業」

　キデイスポット楽拠点

　　「生活介護事業」

　　「計画相談支援事業」

　ク京都市中部障害者地域生活支援センター「らくなん」拠点（社会福祉事業）

　　「障害者地域生活支援センター（京都市委託相談支援事業）」

　　「地域移行支援事業」

　　「地域定着支援事業」

　　「計画相談支援事業」

　　「障害児相談支援事業」

　ケ京都市東部障害者地域生活支援センター「らくとう」拠点（社会福祉事業）

　　「障害者地域生活支援センター（京都市委託相談支援事業）」

　　「地域移行支援事業」

　　「地域定着支援事業」

　　「計画相談支援事業」

　　「障害児相談支援事業」

　コ生活サポートセンター「ほっと」拠点（社会福祉事業）

　　「居宅介護事業」

　　「重度訪問介護事業」

　　「行動援護事業」

　　「同行援護事業」

　　「移動支援事業（地域生活支援事業）

　　「共同生活援助事業（グループホーム「あんど」）」

　　「短期入所事業（共同ホーム「あんど短期入所事業」）

　　「レスパイト事業（公益事業）」

　　「居宅介護従業者養成研修事業（公益事業）」

　　「福祉有償運送事業（公益事業）」

　　「放課後等デイサービス事業（放課後等デイサービスすてーじ）」

　サ生活サポートセンター「とらい」拠点（社会福祉事業）

　　「居宅介護事業」

　　「重度訪問介護事業」

　　「行動援護事業」

　　「同行援護事業」



　　「移動支援事業（地域生活支援事業）」

　　「共同生活援助事業（グループホーム「ふしみ寮」）」

　　「福祉有償運送支援事業（公益事業）」

　　「放課後等デイサービス事業（放課後等デイサービス「らいと」）」

　シ京都市洛南障害者授産所（社会福祉事業）

　　「就労継続支援Ｂ型事業」

　　「計画相談支援事業」

　ス京都市伏見障害者授産所拠点（社会福祉事業）

　　「多機能型生活介護事業」

　　「多機能型就労継続支援事業Ｂ型事業」

　セ京都市山科障害者授産所拠点（社会福祉事業）

　　「多機能型生活介護事業」

　　「多機能型就労継続支援事業Ｂ型事業」

　　「計画相談支援事業」

　ソ京都市ふしみ学園拠点（社会福祉事業）

　　「生活介護事業」

　　「計画相談支援事業」

　タ京都いたはし学園拠点（社会福祉事業）

　　「多機能型就労移行支援事業」

　　「多機能型就労継続支援事業Ｂ型事業」

　　「計画相談支援事業」

　　「就労定着支援事業」

　チ京都市やましな学園拠点（社会福祉事業）

　　「多機能型生活介護事業」

　　「多機能型就労継続支援事業Ｂ型事業」

　　「計画相談支援事業」

　ツ京都市だいご学園（社会福祉事業）

　　「多機能型就労移行支援事業」

　　「多機能型就労継続支援事業Ｂ型事業」

　　「計画相談支援事業」

　テ京都市伏見社会福祉総合センター拠点（公益事業）

　　「京都市伏見社会福祉総合センター管理」

　ト京都市山科合同福祉センター拠点（公益事業）

　　「京都市山科合同福祉センター管理」

６．基本財産の増減の内容及び金額                                                                    

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。                                                  

（単位：円）

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

土地     526,440,671              0              0    526,440,671

建物     856,351,807              0     45,733,809    810,617,998

定期預金       1,300,000              0              0      1,300,000

合            計   1,384,092,478              0     45,733,809  1,338,358,669



７．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し                        

    該当なし

８．担保に供している資産                                                                            

担保に供されている資産は以下のとおりである。

土地（基本財産）　　　　　　　　　　　　　　　　274,285,346円

建物（基本財産）　　　　　　　　　　　　　　　　582,758,700円

計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  857,044,046円

担保している債務の種類および金額は以下のとおりである。

設備資金借入金（1年以内返済予定額を含む）　　　　513,548,000円

計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 513,548,000円

９．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高                                            

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。                            

（単位：円）

取得価額 減価償却 当期末残高

累計額

土地（基本財産）     526,440,671              0    526,440,671

建物（基本財産）   1,062,436,550    251,818,552    810,617,998

定期預金（基本金）       1,300,000              0      1,300,000

建物     178,781,635     83,364,205     95,417,430

構築物      45,890,400     15,859,890     30,030,510

機械及び装置      84,424,099     74,560,913      9,863,186

車輌運搬具     173,554,938    156,188,173     17,366,765

器具及び備品     197,004,212    159,521,613     37,482,599

有形リース資産       5,896,800      5,896,800              0

合            計   2,275,729,305    747,210,146  1,528,519,159

１０．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高                                          

債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。                          

（単位：円）

債権額 徴収不能引当金 債権の

の当期末残高 当期末残高

事業未収金

未収金

未収補助金

合            計



１１．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益                                      

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、以下のとおりである。                    

（単位：円）

種類及び銘柄 帳簿価額 時　　価 評価損益

ﾉﾙｳｪｰ地方金融公社債（2025年5月20日満期）     100,000,000     55,640,000   △44,360,000

ﾉﾙｳｪｰ地方金融公社債（2025年6月4日満期）     100,000,000     55,980,000   △44,020,000

ﾉﾙｳｪｰ地方金融公社債（2025年8月4日満期）     150,000,000     83,325,000   △66,675,000

合            計     350,000,000    194,945,000  △155,055,000

１２．関連当事者との取引の内容                                                                      

関連当事者との取引の内容は次のとおりである。                                                        

    該当なし

１３．重要な偶発債務                                                                                

    該当なし

１４．重要な後発事象                                                                                

    該当なし

１５．合併及び事業の譲渡若しくは事業の譲受け                                                        

    該当なし

１６．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び                          

純資産の状態を明らかにするために必要な事項                                                          

    該当なし



事業所名
事業・拠点   [京都障害者福祉センター]

別紙４
(単位：円)

貸借対照表科目 場所・物量等 取得年度 使用目的等 取得価額 減価償却累計額 貸借対照表価額
Ⅰ 資産の部
 1　流動資産
　　　現金 各拠点区分現金手元有高 運営資金として 447,444
   　 預金 京都中央信用金庫九条支店他 運営資金として 519,802,558
　　　小口現金 各拠点区分現金手元有高 運営資金として 2,132,445
   　 有価証券 大和証券京都支店 資産運用として 224,851,742
   　 事業未収金 京都府国民健康保険連合会 介護給付費等 219,602,483
   　 未収金 職員 給食費等 2,022,695
      未収補助金 京都市 補助金 21,112,500
      商品・製品 就労施設 棚卸商品・製品 1,164,277
      原材料 就労施設 棚卸原材料 2,068,730
      立替金 職員 社会保険料 560,033
      前払金 利用者 給食用食材仕入 361,381
      前払費用 （株）三井田商事 ソフト保守料 5,924,012
      仮払金 退職職員 社会保険 48,832
      １年以内提供予定長期前払費用 東京海上日動火災保険（株） 火災保険料等 611,637
        流動資産合計 1,000,710,769
 2　固定資産
  (1) 基本財産
      土地

（とらい拠点）伏見区鍛冶屋964番地 平成27年度
第2種社会福祉事業である共同生活援
助事業施設等に使用している

42,430,839

（本部拠点）伏見区桝形町435番地１ 平成25年度
第2種社会福祉事業である生活介護事
業施設等に使用している

79,602,637

（本部拠点）伏見区西大黒町1035番14 平成25年度
第2種社会福祉事業である就労支援事
業施設等に使用している

16,300,000

（本部拠点）南区上鳥羽高畠町29番 平成26年度
第2種社会福祉事業である生活介護事
業施設等に使用している

113,821,849

（本部拠点）山科区東野1番地17 平成28年度
第2種社会福祉事業である生活介護事
業・共同生活援助事業施設等に使用
している

221,780,510

（本部拠点）伏見区醍醐辰巳町7番地10 平成28年度
第2種社会福祉事業である就労支援事
業施設等に使用している

18,370,266

（本部拠点）伏見区醍醐辰巳町7番地１、7番地
13、39番地１

平成29年度
第2種社会福祉事業である就労支援事
業施設等に使用している

33,822,270

（本部拠点）伏見区醍醐辰巳町56番 平成29年度
第2種社会福祉事業である就労支援事
業施設等に使用している

312,300

        小計 526,440,671
      建物

（洛南障害者デイあすなろ拠点）南区上鳥羽高
畠町29番

平成27年度
第2種社会福祉事業である生活介護事
業施設等に使用している

183,626,271 57,779,948 125,846,323

（京都市ふしみ学園拠点）伏見区桝形町435番1 平成26年度
第2種社会福祉事業である生活介護事
業施設等に使用している

47,970,500 16,294,126 31,676,374

（生活サポートセンターとらい拠点）伏見区桝
形町435番１

平成26年度
第2種社会福祉事業である生活介護事
業施設等に使用している

55,448,500 19,425,174 36,023,326

（生活サポートセンターとらい拠点）伏見区鍛
治屋町964番

平成27年度
第2種社会福祉事業である共同生活援
助事業施設に使用している

18,443,790 5,090,472 13,353,318

（京都いたはし拠点）伏見区西大黒町1035番14 平成24年度
第2種社会福祉事業である就労支援事
業施設等に使用している

28,514,370 7,554,413 20,959,957

（デイスポット楽拠点）山科区東野中井ノ上町
1番17

平成29年度
第2種社会福祉事業である生活介護事
業施設等に使用している

434,699,574 86,565,480 348,134,094

（生活サポートセンターほっと拠点）山科区東
野中井ノ上町1番17の２

平成29年度
第2種社会福祉事業である共同生活援
助事業施設に使用している

102,100,484 25,644,399 76,456,085

（京都市だいご学園拠点）伏見区醍醐辰巳町7
番1の２

平成30年度
第2種社会福祉事業である就労支援事
業施設等に使用している

191,633,061 33,464,540 158,168,521

        小計 1,062,436,550 251,818,552 810,617,998
      定期預金 京都銀行九条支店 基本金 1,300,000
        基本財産合計 1,338,358,669

法人名     社会福祉法人　京都障害者福祉センター

財　  産　  目　  録
令和　４年　３ 月３１ 日 現在



貸借対照表科目 場所・物量等 取得年度 使用目的等 取得価額 減価償却累計額 貸借対照表価額
  (2) その他の固定資産

      建物 施設
第2種社会福祉事業である生活介護事
業施設等に使用している

95,417,430

      構築物 施設
第2種社会福祉事業である生活介護事
業施設等に使用している

30,030,510

      機械及び装置 就労施設 機械等 9,863,186
      車輌運搬具 トヨタハイエース、日産キャラバン等90台 利用者送迎用他 17,366,765
      器具及び備品 施設 空調設備等 37,482,599
      権利 電話加入権・敷金 賃貸物件等 3,384,982
      ソフトウェア 本部事務局 財務ソフト・情報システム等 8,530,311
      投資有価証券 京都中央信用金庫 出資金 10,000

      経営安定化積立資産他 有価証券　大和証券京都支店
将来における施設整備等の目的のた
めに積み立てている有価証券他

475,768,080

      長期前払費用 東京海上日動火災保険（株） 火災保険料等 847,923
　　　その他固定資産 リサイクル預託金 利用者送迎車等 92,530
        その他の固定資産合計 678,794,316
        固定資産合計 2,017,152,985
          資産合計 3,017,863,754
Ⅱ 負債の部
 1　流動負債
      事業未払金 職員給与3月分等 68,761,865
      その他の未払金 固定資産取得の未払 1,020,440
      1年以内返済予定設備資金借入金 京都中央信用金庫 36,108,000
      未払費用 社会保険料等 8,903,641
      預り金 講師等・源泉所得税 571,781
      職員預り金 職員・社会保険料等 13,387,674
      前受金 グループホームふしみ寮利用料他 387,600
      賞与引当金 令和３年度職員賞与引当金 56,492,120
        流動負債合計 185,633,121
 2　固定負債
      設備資金借入金 京都中央信用金庫 540,089,000
        固定負債合計 540,089,000
          負債合計 725,722,121
          差引純資産 2,292,141,633
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令和３年度 法人本部事業報告書 

1 法人決算概要について 
 
（１）事業活動収入 

 給付費収入は、新型コロナウイルスの感染拡大の影響による臨時休所や通所利用自粛要請等で一部施
設では減少したものの、新規利用者の受入施設もあり、法人全体としては前年度を上回る 1,337 百万
円（2 年度決算に比べ 22 百万円の増）となった。 
 補助金収入は、令和 2 年度に臨時的に措置された新型コロナ関連の補助金の減（△17 百万円の減）
及び重度利用所補助金の減（△5 百万円の減）により 36 百万円（△21 百万円の減）となった。 

指定管理施設委託料収入等のその他事業収入は前年度並みの 169 百万円、就労支援事業収入は新型
コロナウイルスの影響により減少していた販売や受注が一部回復し 125 百万円（14 百万円の増）と
なった。 

その他は、投資運用資金の年度末時価評価益の減（△8 百万円の減）等により 35 百万円（△11 百
万円の減）となった。 

以上により、事業活動収入の合計は 1,702 百万円（4 百万円の増）となる。 
 
（２）事業活動支出 

 人件費は、定期昇給及び内部登用を含む正職員採用による増及び派遣職員費の増等により 1,255 百
万円（40 百万円の増）となった。 
 その他の支出は、事業費・事務費は 218 百万円（△7 百万円の減）、就労支援事業支出は原材料費等
で 127 百万円（3 百万円の増）、その他は 16 百万円（1 百万円の増）となった。 
 以上により、事業活動支出の合計は 1,616 百万円（37 百万円の増）となる。 

 
（3）収支差額 

 事業活動収入 1,702 百万円から事業活動支出 1,616 百万円を差し引いた事業活動収支差額は 86
百万円の黒字（2 年度決算の収支差額 119 百万円の黒字から△33 百万円減少）となる。 
 事業活動収支以外の施設整備等収支では、福祉有償運送車両補助金等の収入 3 百万円、借入金の返
済金等の支出 51 百万円となり、これらを加えた当期資金収支差額は 38 百万円の黒字となった。 
 これに、その他活動の福祉積立金の支出及び取崩し等を行った後の当期資金収支は 31 百万円の黒
字、当期末支払資金残高は 904 百万円となった。 

法人全体の資金収支 （単位 百万円）

令和2年度
決 算　A

令和3年度
決 算　B

増△減
B - A

給 付 費 収 入 等 1,315  1,337  22  

補 助 金 収 入 57  36  △21  

そ の 他 の 事 業 収 入 169  169  0  

就 労 支 援 事 業 収 入 111  125  14  

そ の 他 46  35  △11  

計 1,698  1,702  4  

人 件 費 1,215  1,255  40  

事 業 費 ・ 事 務 費 225  218  △7  

就 労 支 援 事 業 支 出 124  127  3  

そ の 他 15  16  1  

計 1,579  1,616  37  

119  86  △33  

9  3  △6  

57  51  △6  

71  38  △33  

3  10  7  

2  3  1  

70  31  △39  

873  904  31  

その他活動

積立・取崩し後当期資金収支差額

 当  期  末  支  払  資  金  残  高

当　期　資　金　収　支　差　額

区　　　　　　　　　分

収
　
　

入

収 入

支 出

積 立 金 支 出 等

取 崩 し 収 入 等

事業活動

施設整備等

支
　
出

収 支 差 額
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２ 主な取組について 

 

（１） 新型コロナウイルス感染症への対応 

  新型コロナウイルス感染症については、令和３年度においても感染の拡大・減少の波が繰り返され

る状況となり，京都府においては４月・８月の２度にわたる緊急事態宣言（延べ９９日間），その他

の期間もまん延防止等重点措置が発出・延長（延べ１０６日間）された。特に令和４年１月からは新

たな変異株（オミクロン株）による流行「第６波」により感染が急拡大した。 

  当法人においても感染リスクが高まる中、利用者・職員の安全確保と福祉サービスの維持を図るた

め、下記の感染症対策を継続して実施した。 

  ①現場における感染症予防対策の徹底（手指消毒、マスク着用、定期的な換気、3 密の回避、

利用者送迎時の検温、来館者の体調チェックなど） 

  ②管理職会議、医療職会議、職場会議、法人ニュース等による情報共有 

  ③職員が安心して働けるように勤務制度を改正し運用 

  ④新型コロナウイルス感染症対策の助成金の積極的な活用 

  ⑤感染者(感染疑い者）が発生した場合、京都市の「感染症対応の手引き」に基づく適切な対応 

 

  施設運営では、職員及び利用者の感染防止対策に最大限努めたが，令和３年度においては、利用

者・職員及びその家族が PCR 検査を受けるケースが１４４件発生した。このうち利用者や職員が陽

性となり臨時休所したのが９件，利用者や職員が PCR 検査を受けた段階で利用者に利用自粛を要請

したものが５２件にのぼった。在宅支援などできるかぎり支援を継続したが利用率及び給付費収入が

伸び悩む要因となった。 

 

（２） 指定管理者候補者の選定 

 当法人では，京都市の公の施設の指定管理者として，現在１０施設において指定を受け運営を行っ

ている。１０施設の指定管理期間はいずれも平成２９年４月から令和５年３月となっており，令和３

年１２月に京都市がうち７施設（注）の次期指定管理者（指定管理期間：令和５年４月から令和１１

年３月）の募集を発表した。 

 引き続き指定管理者の指定を受けるため，令和４年１月に７施設の指定管理者指定の申請を行い，

京都市の審査の結果，令和４年４月に指定管理者の候補者として選定された。 

  （注）①山科身体障害者福祉会館 ②山科障害者授産所 ③やましな学園 ④山科障害者デイサ

ービスセンター ⑤伏見障害者授産所 ⑥伏見障害者デイサービスセンター 

     ⑦ふしみ学園 の７施設 

 

（３） 福祉・介護職員の処遇改善の実施 

 福祉・介護職員の処遇改善については，これまでから処遇改善加算制度を積極的に活用し実施して

きた。国においてさらに処遇改善を進めるため，新たに「福祉・介護職員処遇改善臨時特例交付金」

の制度が設けられたことから，この制度を活用し当法人全職員に対し令和 4 年２月から９月の間，毎

月定額（６,５００円）の「臨時処遇手当」及びパートタイマー職員の時給額の引き上げ（40 円）を

行った。（令和４年２月分及び３月分は一時金により支給した。） 

 

（４） ３つのプロジェクトチームによる，「人材育成」・「新規事業」・「経営改善」の検討 

  市補助金の削減や職員の人件費率の高まりなどで、法人を取り巻く経営環境は年々厳しさを増して

いる。こうした中、法人が持続可能な組織として生き残りを図っていくためには、新規事業も含めた

収入確保策、新たな給与体系構築も含めた経費削減策、６０歳定年延長も含めた人材の確保と育成を

バランス良く進めていく必要がある。 
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  こうした状況を踏まえて、令和３年５月に管理職により「人材育成」、「新規事業」、「経営」の

3 つのプロジェクトチームを設置し、鋭意検討を進めている。 

  ３つのプロジェクトチームで検討されている取組については、令和４年度上半期を目途に考え方や

方向性をまとめていくこととしており、次期中期経営計画に反映するとともに可能なものから適宜実

行に移していくこととしている。 

 

（５） 人事評価制度の取組 

  新人事評価制度については、平成 29 年に管理職員を対象として試行を始め、以後主任･副主任への

拡大や「評価一時金」の支給を試行した。令和 2 年度からは 1 級職員に拡大試行することとしていた

が、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い一旦延期し，令和３年度においても依然として感染が拡大

する状況にあることや、評価項目・内容等の見直しの意見もあることから、検討期間を設け実施を見

合わせた。今後の再開に向けて評価項目・内容等の検討を進める。 

 

（６） 質の高い人材の確保及び研修 

ア 各施設職員（常勤職員）配置の充実 

 内部登用制度により、意欲と能力のある職員を積極的に活用している。 

 

区分 R3.4.1 R4.4.1 増△減 内      訳 

正職 145 名 14３名 △２名 新卒採用 2 名 退職△５名 嘱託から登用 1 名 

嘱託 24 名 24 名 0 名 
外部採用 3 名 退職△3 名 正職へ登用△1 名 

時給から登用 3 名，嘱託から時給へ△2 名 

合計 169 名 16７名 △２名  

 

  イ 研修の実施 

    管理職等対象に経営分析や SDGｓ等の研修及び新型コロナウイルス感染状況下でも実施可能な

オンライン研修を導入し実施した。 

   ①「令和 2 年度決算書の読み方・経営分析」をテーマに外部講師により管理職を対象に実施し

た。（3 年 7 月） 

   ②「誰ひとり取り残さない社会を目指して～SDGｓとレジリエンス～」をテーマに外部講師によ

り管理職を対象に実施した。（3 年 10 月） 

 ③「社会保険適用拡大(令和 4 年 10 月～)への対応について」をテーマに外部講師により管理職を

対象に実施した。（3 年 11 月） 

   ④障害者支援施設で働く職員向けのインターネットを利用したオンライン研修講座「サポーター

ズ・カレッジ」を導入し各施設で積極的に活用した。 

   ⑤「安全運転エリア研修」として，外部講師による当法人車両のドライブレコーダー映像を活用し

た安全運転講習を運転業務に携わる職員を対象に実施した。（令和 3 年 11 月～12 月） 

 

（７） 地域における公益的な取組 

   これまで、地域交流スペースとして「楽」「ひだまり」「ふらっと相談カフェ」の開設、地域連

続講座や地域ふれあいまつりの開催、福祉有償運送ラクシヨーネの運行、実習生の受け入れなど各

施設で創意工夫し特色のある取組を 21 事業実施しているが，令和 3 年度は新型コロナウイルス感

染症対策のため、一部の取組が休止・延期や縮小せざるを得ない状況となった。 
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京都市中部障害者地域生活支援センター「らくなん」（相談支援事業） 

 

昨年度同様、未だに収束の見通しがつかない新型コロナウイルスに終始した年であっ

たが、年度後半にかかり、新たな変異株オミクロンの影響下でヘルパー事業所や生活介

護事業所で陽性者が増加した事、その事から支援の代替者を調整する事が増えた事が特

徴的であった。他方、一人暮らしの利用者が濃厚接触や陽性となり「ヘルパーは支援に

入れない…」「入院はできない…」という事態に直面し、現場支援に相談員が入る必要

性に迫られる場面があった。結果的には入院する事なり利用者の暮らしは守られたが、

今後の事として、地域の中でできる事を考える事、京都市として取り組むべき事を協議

会通して発信していく事が必要だと振り返る。 

■支援が届きにくい、届けても継続できにくいケースへの関わり 

以前は通院していたが現在は医療にも福祉にもかかっていない統合失調症だと思わ

れるケースや、支援は届いているがアルコール依存で飲酒を繰り返し、死に直面してい

るケースなど、地道な関わりを行う中で、変化を待つというアプローチを行うケースが

多かった。 

また、支援学校や児童相談所から自宅に引きこもり、通学できていない児童さんの相

談があった。学校だけの関わりでは支援が難しく、相談員が訪問し本人や家族と顔を合

わせる中で必要な支援を検討した。 

■家族全体の支援が必要な相談 

主たる介護者である母への関わりが本人の支援に影響を与えるケースが多かった。母

と切り離して本人の支援を考えることが難しく、母が安心して相談員に相談できる関係

性を築くことで、本人への支援を継続できるようになった。また、ヘルパー事業所と家

族の意向が食い違うこともあり、相談員が間に入りながらうまく支援が実施できるよう

連絡調整を実施した。 

■相談支援内訳  

 

■京都市中部地域自立支援協議会（事務局［事務局長］） 

協議会の設立当初より支援センター「にしじん」「なごやか」と事務局を担っている。 

 専門部会は医療的ケア専門部会、児童専門部会、災害支援専門部会、グループホーム

専門部会、相談支援専門部会、地域課題研究会、就労支援専門部会の 7 部会があり、そ

の内の３部会（児童、災害、就労）を事務局として企画運営をした。 

■【独自事業】プラットフォーム推進事業 

令和元年度から南区内のネットワークづくりの一環として南区社協、南区役所、洛南

障害授産所、「らくなん」を事務局とし、ネットワーク会議を実施している。令和 4 年

度は、9 月、10 月、11 月、2 月に、オンライン施設見学会と情報交換会を ZOOM で

開催した。コロナ禍でもあったため、感染状況や対策方法、課題等を情報共有した。 

居宅
介護等

その他 居宅 施設

身体障がい者 14 2221 839 247 0 0 23 5 63 23 3 2 1118 30 1661 6249 6045

知的障がい者 8 274 313 360 1 4 65 72 19 165 3 0 451 115 2521 4371 4381

精神障がい者 9 440 439 375 0 1 66 132 20 132 0 4 796 261 2359 5034 4863

重複障がい者 6 2062 113 669 0 0 4 56 68 41 6 3 791 62 2232 6113 4426

障　がい　児 1 34 270 19 0 0 68 0 4 0 0 0 45 0 311 752 324

そ　の　他 0 23 5 17 0 0 1 6 1 1 0 0 11 0 490 555 656

合　　　計 38 5054 1979 1687 1 5 227 271 175 362 12 9 3212 468 9574 23074 20695

施設 就労
居宅生活 介護保険

福祉
用具

地域
移行

自立
生活

制度
説明

その他住居
金銭
管理

合計 ２年度医療
教育
保育
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京都市東部障害者地域生活支援センター「らくとう」（相談支援事業） 

 

令和３年度の傾向として、継続して新型コロナウイルスの影響を受けたことと、相談

内容が多様化してきたことがあげられる。新型コロナの対応としては、陽性になった利

用者に支援者が訪問できず、関係者以外の支援機関にも相談をかけ、京都府の在宅医療

チームに訪問を依頼し、緊急時介護人派遣制度を活用し、何とか利用者、家族が孤立し

ないような働きかけをした。一方で、障害の有無ではなく生活に困りのある方の相談が

増えてきており、障害福祉サービスで対応したほうがいいのか、そうでないのか、これ

まで以上にニーズ整理やアセスメントを取ることから始めるケースが多かった。委託の

支援センターとしてはこのような相談を担い、障害福祉分野だけではなく、高齢分野や

児童分野、地域で活動しえている団体等とのつながりを持ち、幅広く対応できるようア

ンテナを張っておく必要があるのだと、多様化する相談から考えさせられる一年だった。 

■障害福祉の支援が届きにくい方の住居の支援 

矯正施設から出た方、精神科の長期入院をしていた方、保証人や金銭的な余裕のない

方の住まい探しに課題のある方の相談があり、圏域でできたシェアハウス（障害者対象）

を紹介することや、保証人のない方でも住まい探しをしてくれる不動産会社に相談をし

て入居できたケースがあった。 

■家族全体の支援が必要な相談 

養育者も障害が疑われ、障害のある子どもへの養育が不十分で児童相談所や子どもは

ぐくみ室、学校、放課後等デイと連携したケース。また保護者が高齢化していて地域包

括支援センターから 40 代 50 代の子どもの対応を支援センターでできないかの相談

や、家族間の人間関係の修復が必要なケースなど、家族全体の支援を各支援機関が役割

をもって対応した。 

 多国籍の方の相談もあり、外国籍の方の生活支援を行う団体（京都モアネット）とつ

ながりをもち、利用者・家族が支援者と共通認識を持てるような働きかけも行った。 

■相談支援内訳  

 

■京都市東部地域自立支援協議会（事務局［会計］） 

東部圏域の支援センターとともに事務局として今年度は会計を担当した。部会運営

に関しては支援センター部会、触法障害者専門部会、児童部会、災害部会、グループ

ホーム部会の企画運営を行った。 

■【独自事業】 あそびの広場 

山科区子どもはぐくみ室・山科区社会福祉協議会・らくとう・だんごやましなクラブ

の４つの機関が協力して「障がいのある子どもたちの余暇支援」「保護者同士の交流」

を目的に「あそびの広場」を開催した。感染防止のため規模を大幅に縮小して、春季休

暇のみの開催となったが、地域とつながれる貴重な機会として今後も継続実施していく。 

居宅
介護等

その他 居宅 施設

身体障がい者 26 1068 29 91 0 6 2 34 84 40 32 4 448 39 710 2613 2593

知的障がい者 137 971 162 713 15 82 101 221 9 379 14 11 857 700 3719 8091 8883

精神障がい者 87 421 98 146 0 10 16 211 0 126 13 4 631 229 1701 3693 3883

重複障がい者 109 2671 67 722 15 60 55 19 94 395 37 4 1782 462 2791 9283 5115

障　がい　児 34 563 37 356 2 5 595 32 78 101 0 0 373 29 1060 3265 3341

そ　の　他 18 114 14 42 0 3 3 28 0 8 1 0 104 22 312 669 686

合　　　計 411 5808 407 2070 32 166 772 545 265 1049 97 23 4195 1481 10293 27614 24501

2年度
実績

居宅生活 介護保険
合計その他施設 医療住居

制度
説明

自立
生活

教育
保育

地域
移行

金銭
管理

就労
福祉
用具
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京都市洛南身体障害者福祉会館 

 

事業概要 

京都市洛南身体障害者福祉会館では、設立の目的である「地域で生活する障がいのある人の憩い

の場と交流の場」になるよう、各種行事・講習会・貸室・京都市重度障害者移動支援事業・京都市重

度障害者入浴サービス事業・京都市就労に向けた障害者向けＩＴ教室等事業を実施した。 

（１）会館利用者の増加を図るため、新規利用者の確保 

（２）会館事業についての広報の充実 

（３）地域貢献事業の更なる拡大 

以上を目標に、会館が地域の福祉拠点となるよう運営を行った。 

（1）について、令和 3 年度の新規登録者は 4 名（令和 2 年度 5 名）と令和元年度より一桁が続い

たまま微減となっている。利用延べ人数でも３４，１２３名（令和 2 年度３６，１８３名）と昨

年度から微減となった。 

新型コロナウイルスの影響を受けるようになって 3 年目に入り、前年度と似た形での運営とな

ったが、今年度は緊急事態宣言下での休館期間が昨年よりも長くなったことで、利用状況が更に

微減となって表れた。 

蔓延防止等重点措置の期間は京都市の指示を伺いながら定期講習会などの実施を継続したが、

飲食により感染リスクが高くなる喫茶コーナーの営業は休止した期間が長くなった。喫茶コーナ

ーとセットでロビーを利用されている方々が多くおられるので、喫茶コーナーの休止を残念に思

われる声が多く聞かれた。 

他の感染予防対策は緊急事態宣言や蔓延防止等重点措置の発令に関わらず、昨年に引き続き取

り組んでいる。 

（２）では、昨年リニューアルしたホームページを、スマホで閲覧される方にも見やすいレイアウ

トが表示されるように改善した。更に、Facebook や定期講習会などの募集と合わせて二次元コ

ードを活用することによりアクセスしやすい環境を準備し、情報の告知を速やかに行えるよう工

夫した。 

（３）の地域公益事業では、昨年同様に多数の参加者が見込まれる年中行事が、新型コロナウイル

スの影響により全て中止となった。代替策として、地域の方を対象に含めた単発行事を人数制限

及び感染予防対策に留意した形で開催回数を増やし、コロナ禍で引きこもりがちな方々への活動

の機会を企画した。 

①年間利用状況 

事業日数 実利用者人数 平均利用者数/日 備  考 

283 日 36,183 人 127.9 人  

②職種別職員数 

区 分 管理者 支援員 計 

常勤職員 1 3 4 

非常勤職員  1 1 

③事故、苦情 

事 故 物損事故：なし 人身事故：なし 

苦 情 な し 
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京都市洛南身体障害者福祉会館 多機能型事業（生活介護・就労継続支援Ｂ型） 

事業概要 

令和 3 年度も新型コロナウイルスの影響を受けて、体調不良による

PCR 検査やご利用者の濃厚接触者特定等での通所自粛要請が 8 件、陽

性者発生が 1 件と、コロナの影響を受けてこれまで当たり前だった通常

開所すること自体が困難な日々が続いた。 

混乱の中でもご利用者に多大なる協力頂きつつ、対策を強化していくこ

とで、クラスターの発生には至らなかった。 

 行事はコロナの様子を見ながら延期になることも多かったが、できる範

囲で行った 

  

前年度からの変更点  

  ・活動スペースの見直し。洛南会館の貸室状況を確認しながら、空き部屋を活用して 

   活動人数を分散。できるだけ 1 日を通して同じご利用者・職員で過ごす。 

  ・送迎・身体介助もなるべく職員を固定。ご利用者・職員ともに、双方にリスクの少ないシステ

ム作り。 

  ・日々の活動記録。（コロナ発生時の接触者調査用にプログラムごとに写真撮影を行い、活動場

所と距離を確認。介助担当者を日々確認し、イレギュラーは記録に残す。） 

   

実績表 

 年間利用状況（期間：令和３年 4 月 1 日～令和４年 3 月 31 日） 

 事業日数 実利用者人数 利用率 

生活介護事業（定員 10 名） 242 日 2,686 人 110.9% 

就労継続支援Ｂ型事業（定員 10 名） 242 日 2,197 人 90.7% 

① 職種別職員数：生活介護事業（令和 4 年 3 月末現在） 

 管理者 サービス管理責任者 支援員 看護職員 医師 計 

常勤職員 兼 1 兼 1 ２・兼４   8 

非常勤職員   ２・兼４ 兼 1 1 8 

職種別職員数：就労継続支援Ｂ型事業（令和 4 年 3 月末現在） 

 管理者 サービス管理責任者 目標工賃達成指導員 職業指導員 支援員 計 

常勤職員 兼 1 兼 1 兼 2 1 兼 3 8 

非常勤職員     兼 2 2 

② 生活介護事業 利用者障害支援区分（令和４年 3 月末現在） 

区分 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 

人数 0 0 1 6 6 7 

③ 就労継続支援Ｂ型事業 授産事業の概要（期間：令和 3 年 4 月 1 日～令和 4 年 3 月 31 日） 

売上収入 支 出 
差 引 

平均支払い 

工賃額 

(月額/一人) 売上収入 補助金収入 必要経費 工賃(賞与含) 支出合計 

2,261,537 64,159 279,787 1,691,310 1,971,097 
354,599 
(290,440)※ 

11,351 
(10,920)※ 

※ （）内：補助金収入がなかった場合 

④  事故、苦情  

物損事故 2 件 事故  3 件 苦情  0 件 
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令和３年度事業報告書   京都市洛南障害者授産所 

高工賃と一般就労に向けてのステップアップを求める利用者ニーズを受け事業運営を行った。昨年度大きく減少した授産事

業に関しては、新規受注先の開拓等で一定回復することが出来、結果工賃増にも繋がりました。各種行事については前年度

に引き続き大部分が中止となり、町内会活動においても大きな制約を受けました。京都市の就労意欲等喚起事業の受入れを

継続して受託し、新規利用者の確保や、職員の採用に繋がりました。 

 

１．授産事業について  

授産事業の売上総額については、新規顧客獲得等で、印刷・受託両部門共に増加し、昨年度比約２６%増となりました。それに

伴い平均工賃も増加しました。しかし新型コロナウイルスによる各種イベントの中止による影響も続いており、コロナ禍前の売

り上げにあと一歩及ばずといった状況でした。 

 

２．利用者動向について 

支援学校を卒業した 1 名を加え 3０名でスタートし、年度内に一身上の都合等の理由により３名が退所されました。一方で

利用希望者は多く、年度途中で４名の新規利用者の受け入れを行いました。前年度に引き続き利用ニーズの多様化により週

に 3 日前後での利用希望がありました。障害に関する手帳がなく、自立支援医療費の対象によって支給決定され利用に至っ

たケースが複数ありました。 

 

３．就労支援について 

今年度も一般就労した方はおられませんでした。一方、利用者同士で社会人としてのマナーや基礎知識を教え合う場を設け

る等就労意欲の向上に繋げました。例年行ってきたＯＢ会については、新型コロナウイルスの影響を受け中止しました。 

 

４．その他（地域貢献事業） 

 

①年間利用状況 

事業日数 定員 在籍人数 実利用人数 1 日当たり 利用率 

257 20 30～32 6,148 23.9 119％ 

②職種別職員数 

 
管理者 

ｻｰﾋﾞｽ管理 

責任者 
職業指導員 生活支援員 

目標工賃 

達成指導員 

常勤職員 1（兼） 1 1 １ 1 

非常勤職員   5 6  

③授産事業の収支等 

 収入 支出 
差引 

平均支払工賃額

（月額）  売上 必要経費 工賃 支出合計 

印刷部門 45,876,677 34,298,092 5,604,500 39,902,592 5,974,085 45,939 

受託部門 7,619,150 967,374 8,406,600 9,373,974 ▲1,754,824 33,898 

計 53,495,827 35,265,466 14,011,100 49,276,566 4,222,261 37,868 

④事故、苦情 

事故 物損事故 ６件 人身事故 0 件 

苦情 なし 

 

昨年度に引き続き、新型コロナウイルスの影響が大きく、地域交流の企画を行

う事ができず、地域コミュニティー紙「あーる・じぇい」を３月に発行しただ

けでした。一方で、南区社会福祉協議会の職員の方に研修を依頼したり、南区

ネットワーク会議に参加して施設紹介を行ったり、町内会として学区の防災訓

練に参加するなど、地域の社会資源を活用する取り組みを行いました。 
＜所内で行ったビンゴ大会の様子
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令和３年度 事業報告書 

洛南障害者デイサービスセンター「あすなろ」（生活介護事業） 

事業概要 

令和４年３月時点の登録者数は、新卒者の事前利用も含め３５名となっております。 

前年度に引き続き、令和３年度も新型コロナウイルス感染防止に徹した一年でした。ご利用

者が濃厚接触者や PCR 検査の対象となり、計６日間の通所自粛要請。また、計７日間は事業

規模を縮小し開所しました。幸い感染されたご利用者はおられず、事業所内で感染が拡大する

事はありませんでした。 

日中活動においては、新型コロナの影響もあり、行事の規模は縮小することになりましたが、

利用者の意見を反映しながら創意工夫し実施しました。その中で 11 月には梅小路公園で「紅

葉狩り」を行いました。気候も良く、ご利用者からは「外に出るレクができて良かった」「気

分転換になった」との声があった事が印象に残っています。 

また、令和３年度の新たな取組として、行動障害があるご利用者に対して自傷や他害行為等

により、日常生活に困難が生じないよう、支援手順書を作成し日々様子を記録しました。ご利

用者のちょっとした変化に気を付け、職員間で情報を共有し、支援を見直すことで職員のスキ

ルアップにも繋げ、障害特性の理解に基づく適切な支援を目指しました。 

 

グループ外出（紅葉狩り）        書初め      創作活動（アルコールインクアート） 

実績表 

①年間利用状況（令和３年４月１日～令和４年３月３１日） 

生活介護事業（定員 20 名） 
事業日数 実利用者人数 利用率 

242 日 4,427 人 91.47% 

②利用者障害支援区分（令和４年３月末現在） 

区分 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 

人数 0 0 0 0 5 30 

③職種別職員数（令和４年３月末現在） 

 管理者 サービス管理責任者 支援員 看護職員 医師 計 

常勤職員 1 1 7   9 

非常勤職員   7 2 1 10 

④事故、苦情 

車両物損事故 車両人身事故 支援中の事故 
利用者の所有物 

に係る事故（破損） 
苦情 

1 件 0 件 0 件 0 件 0 件 
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令和３年度 事業報告書 

京都市伏見障害者デイサービスセンター（生活介護事業） 

１．事業内容 

2021（令和３）年度は、新型コロナウイルスの急激な感染拡大への対応に追われた一年となった。様々

な対策を徹底する中、今年度は当施設でも感染者が出てしまったものの、迅速な対応に努めることで集団

感染を防ぎ、地域福祉の担い手として開所し続けることができた。内容的にも多くの事業や行事が中止と

なったが、新企画「ニューイヤー茶話会」が一部開催されたほか、 

祝日開所についても９月に一度実施することができた。 

  また、利用者および家族の高齢化が進む中、コロナ禍で通所自粛 

される方への電話での支援、様々な環境整備や感染対策の徹底など、 

引き続き安心して通所して頂けるよう取り組み、当施設への通所を 

土台として本人・家族が地域で暮らし続けられるように努めた。 

 

２．支援や取り組みについて 

令和３年度も、これまで通り安心安全な環境を整え、利用者のニーズや特性 

に合わせ、楽しく快適で内容豊かな日中活動の実現を目指した。今年度も実施 

に際しては感染対策を考慮し、そのため行なえなかった活動もあったが、恒例 

の「夏プロ」については 11 月に延期して大いに楽しんでもらうことができた。 

また、分室も調理活動などが引き続き自粛となったが、調理以外の活動に 

おいても小集団でのコミュニケーションを尊重し、利用者どうしが協力しあう 

ことで、人間関係をはぐくむ力を身につける大事な場となっている。 

                                              

３．主な行事、地域における公益的な取り組みや実績など 

当施設は例年、地域公益活動として「地域講座」や「お楽しみ会」などの企画を行なってきたが、今年度も

コロナ禍により全て中止となっている。また、近隣小学校での「車いす体験事業」についても、今年度は伏見

授産所（例年共催）による動画上映の形式になり、当施設の職員や利用者は不参加となった。 

                                                             

４．研修・訓練等 

今年度も多くの研修が中止または延期されたが、喀痰吸引や強度行動障害研修など、開催された研修のうち

重要なものから優先して受講した。また、オンライン視聴や ZOOM を活用した研修にも参加した。 

 

５．設備改善等 

新型コロナ対策として、給食用配膳車１台，CO₂濃度測定器１台，相談室用アクリルパネル等を購入。

利用者支援用にワイヤレスチャイム１台，送迎車用マジックシートベルト 13 本、ほかに日中活動（運動

プログラム）で使用するためリハビリ用平行棒１台などを購入している。 

 

６．その他 

①利用状況 

事業日数 在籍人数 総利用者数 一日平均 利用率 

253 日 37 人 4,953 人 19.6 人 97.9％ 

②職種別職員数 

 管理者 サービス管理責任者 生活支援員 看護師 嘱託医 計 

常勤職員  1 7 １  9 

非常勤職員 1（兼務）  12（換算 5.3） 1（兼務） 1（兼務） 15 

③事故・苦情 

物損事故 人身事故 支援中の事故 苦情 

4 件 0 件 2 件 1 件 

〔「夏プロ」の縁日ゲーム〕 

〔ニューイヤー茶話会〕 
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202１年度 事業報告 

京都市伏見障害者授産所（生活介護型） 

① 事業内容 

2021年度も昨年度に引き続き新型コロナウイルスの流行による影響を受けてスタートする形と

なりました。その為、今年度も感染防止対策の実施、行事の中止・縮小、作業内容の見直しなどの

対応を行いました。感染者は出たものの、クラスターを発生させることはなく利用者の安全を最優

先にした支援を行うことが出来ました。 
（作業支援） 

作業支援としては、昨年度に引き続き新型コロナの影響を受ける１年となりましが昨年と比べる

と作業も戻ってきており、さらにはコロナの影響を受けない新規の作業も受注することが出来、幅

広い作業に携わってもらうことができた。また、作業の効率だけを追い求めるのではなく分室プロ

グラム（SST・創作等）を利用し、１対１で作業支援することを通し今まで出来なかった作業が出

来るようになるという喜びを感じてもらうことが出来ました。来年度以降も利用者の方のやりたい

という気持ちを大切にして可能性を広げる支援を行っていきます。 

（生活支援） 

2021 年度は入所・退所された利用者の方はどちらもおられず現状と変わらないメンバーで１年

を送ることが出来ました。今年度もコロナの影響により

通所を控える方がいましたが在宅支援という形で支援を

継続することで、昨年と同じ通所率を確保することが出

来ました。日常の活動において、今年度はコロナが落ち

着いた時期を見計らい２年ぶりに外出プログラムを実施。

京都市だいご学園のカフェで昼食を食べる事が出来まし

た。さらに、生活面での支援においては、今年度も相談

支援事業所と連携し、利用者にとって新しいサービスの

利用など、「将来を見据えた地域での生活」を円滑に行な

えるよう支援を行いました。 
② 年間利用状況                     

 

 

 

③ 職種別職員（人） 

 
所長 

（兼務） 

サービス管理責任者 

（兼務） 
生活支援員 

看護師 

（兼務） 

嘱託医 

（兼務） 
 

 

常勤職員 １名 １名 4 名（常勤換算 3.9） １名  

非常勤職員   2 名（常勤換算 0.9）  １名 

④ 事故、苦情 

 
 
 

⑤ 利用者の障害程度区（人）     

区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 

0 0 0 ３ 7 

 

事業日数 定員 在籍人数 実利用人数 １日当たり 利用率 

243 日 6 人 10 人 1,598 人 6.54 人 １09％ 

事故 物損事故：なし 人身事故：なし 

苦情  な  し 
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2021 年度 事業報告 
京都市伏見障害者授産所（就労継続 B 型） 

① 事業内容 

2021年度も昨年度に引き続き新型コロナウイルスの流行による影響を受けてスタートする形と

なりました。その為、今年度も感染防止対策の実施、行事の中止・縮小、作業内容の見直しなどの

対応を行いました。感染者は出たものの、クラスターを発生させることはなく利用者の安全を最優

先にした支援を行うことが出来ました。 
② 授産事業 

2021 年度はコロナの影響は依然残るものの持ち直し、増収増益で１年を終えることが出来まし

た。また今年よりセンターのトイレ清掃も開始することが出来ました。2022 年度も情勢を見極め

ながら新たな作業を開拓し、その中で利用者の方の可能性を信じて様々な能力を引き出せる支援を

心がけて行きます。 

③ 利用者支援 

2021年度は7月に区社協のチャレンジ就労体験で授産を体験利用されていた方

を利用者として迎え入れることが出来ました。そのため１名の増員となりました。

また、今年度も「とっておきの芸術祭」において、団体作品の２作品が「優秀賞」

を受賞することが出来、今後のモチベーションアップにも繋がりました。 
 

① 年間利用状況                       

事業日数 定員 在籍人数 
実利用人

数 
1 日あたり 利用率 

248 日 14人 17 人 3,634 人 14.56 人 104% 

② 職種別職員（人） 

 
所長 

（兼務） 

サービス管理責任者 

（兼務） 
生活支援員 職業指導員 

目標工賃 

達成指導員 

嘱託医 

（兼務） 
 

常勤職員 １名 1 名 1 名 1 名 １名  

非常勤職員   1 名 

（常勤換算 0.3） 

  １名 

③ 授産事業の収支等                                

区分 収入額 
支出額 

差引 平均工賃 
経費 工賃 

印刷事業 9,288,727 8,396,839 1,271,700 -379,812 26,494 

そ の 他 4709,075 972,727 2,798,600 937,748 19,301 

計 13,997,802 9,369,566 4,070,300 557,936 21,090 

④ 事故、苦情 

 
 

⑤利用者の障害程度区分（人）     

未判定 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 

６ 0 0 2 4 ４ 1 

 

事故 物損事故：なし 人身事故：なし 

苦情  な  し 
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2021 年度  事業報告 

生活サポートセンター『とらい』 

（居宅介護 重度訪問介護 行動援護 同行援護 移動支援） 

事業概要 

利用者が居宅において自立した日常生活や社会生活を営むことができるよう、利用者の身体そ

の他の状況及びその置かれている環境に応じて、「入浴、排せつ及び食事等の介助」「調理、洗濯、

掃除等の家事」「生活等に関する相談・助言」「移動の支援」「その他の生活にわたる援助」を適

切かつ効果的に行うようにつとめた。居宅介護事業所は、障がいのある人にとって、とりわけ一

人暮らしやご家族が高齢になってきた人にとっては、より充実し安心して地域生活を送るために

重要な役割を持っている。より一層、安全で質の良い支援を提供できる体制づくりに努めたい。 

今年度の派遣時間は年間で約 660 時間増加（+5.5％）している。内訳では、外出支援（行動

援護・移動支援など）で約３５０時間の増加。居宅介護等が約 310 時間の増加であった。新型

コロナ感染症の影響で外出の支援が前年度大幅に減った（-1200 時間）が、今年度はやや回復

した。一人暮らしの支援のための居宅への訪問が増えている。 

給付費等の収入は約５１0 万円増加（+9.3%）している。時間数の増加幅より給付費等の収入

の増加幅が多い。行動援護が増えたためと一人暮らしの支援で短時間の支援が増えたことにより、

時間当たりの単価の高い支援の比率が増えたためと考えられる。 

安定した事業運営を行うため、今後も従業者数に見合った、収入確保がされるように、派遣時

間の確保に努めていきたい。 

通院やショートステイの送迎など、低額料金で車での移送を行う福祉有償運送を実施した。

202１年度は、536 回の支援を行った。 

新型コロナ感染症の発生について、年間を通しては、職員 4 人・登録ヘルパー4 人の感染者数

となった。2 月は従業員の感染者や感染の疑い等により事業に必要なヘルパーの確保ができない

日があり、利用者に支援の中止をお願いするなど、利用者に対してもご迷惑をおかけすることと

なった。また、通所先の感染状況や検査による通所自粛の影響で追加支援が必要となる等、ヘル

パー確保が大変な 1 年であった。 

現在も新型コロナ感染症は収束しておらず、さらなる感染予防の徹底に努めていきたい。 

 

間利用状況 

事業日数 
派遣時間（１月平均） 派遣件数（1 日平均） 

介護給付費 地域生活支援事業 合計 介護給付費 地域生活支援事業 

365 日 778.5  282.4  1,070.7  19.0 5.4 

 

②利用者の内訳（202２年 3 月利用：重複あり） 

身体介護 家事援助 通院等介助 重度訪問介護 行動援護 同行援護 
移動支援･

伴う 

移動支援･

不伴 

1２人 ５人 １０人 1 人 2２人 ２人 3２人 6 人 

 

③職種別職員数（202２年 3 月） 

管理者 サービス提供責任者 常勤ヘルパー 登録ヘルパー 

１人 ３人 5 人 1９人 

 

④事故・苦情 

事故 0 件 

苦情 0 件 
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20２１年度 事業報告 

グループホーム「ふしみ寮」   共同生活援助 

事業概要 

今年度は、鍛冶屋町のグループホームを利用されている方がひとり暮らしを始めるために退所

された。その後にふしみ寮の利用を開始された方は、新しい生活にすぐになじんでいただくこと

ができ、ふしみ寮全体としては、安定して過ごしていただけていた一年であった。ただし、２月

に新型コロナ感染症の発生への対応のため、数日間グループホームを閉鎖したことによる利用の

減少や発熱による自宅療養もあり、1 日当たりの平均利用者数は減少した。体験入居としては１

人の方で計２２泊のご利用であった。 

介護給付費等収入は、年間では約４０0 万円増加している。年間の利用者数は前年度とほぼ同

数のため、制度変更による加算の増加によるものである。 

職員体制では、泊り勤務ができる世話人・生活支援員が必要数確保できていた。 

支援の面では、日中活動のための活力を保つ生活の場であることを意識し、利用者がゆっくり

と過ごせる支援を心掛けた。 

新型コロナ感染症の発生について、桝形町では、世話人兼生活支援員の感染から利用者２人が

感染し、ご自宅での療養ができなかったことから、感染した２人はグループ—ホーム内での療養

の支援を行い、感染していなかった２人は自宅待機をお願いした。この感染者への対応によって

職員 4 人が感染する結果となった。また同時期に、グループホーム利用者の通所先で感染者が多

数発生し、その中に鍛冶屋町利用者 1 人が含まれていたため、鍛冶屋町も一時閉鎖したが、さら

に利用者 1 人と世話人兼生活支援員 1 人が感染した。新型コロナ感染症への対策として、検温

や消毒などの徹底を行ったが、年間を通しては、利用者 4 人・職員 6 人の感染者数となった。

また、通所先等の関係者のＰＣＲ検査の影響で通所自粛が発生するなどで対応が必要となった。

現在も新型コロナ感染症は収束しておらず、さらなる感染予防の徹底に努めていきたい。 
 

①年間利用状況 

  ふしみ寮桝形町 及び ふしみ寮鍛冶屋町 

事業日数 定員 在籍人数 延べ利用人数 平均利用者数 

3３２日 9 人 8 人 236１人 7.１人 

                            ※別に体験利用で延べ 42 人 

  サテライト型 

事業日数 定員 在籍人数 延べ利用人数 平均利用者数 

3６１日 1 人 1 人 3６１人 1.0 人 

 

②利用者の障害程度区分 

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 計 

    ６人 ３人 ９人 

 
③職種別職員数（２０２０年 3 月） 

職種 配置人数 常勤換算 

1．所長 １名（兼務）  

2．副所長 １名（兼務）  

3．サービス管理責任者 １名（兼務）  

4．世話人 ２０名（兼務） １．７ 

5．生活支援員 １７名（兼務） ２．４ 

 
④事故・苦情 
   事故：０件   苦情：なし 
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令和３年度 事業報告 

放課後等デイサービス『らいと』   放課後等デイサービス 

事業概要 

「児童福祉法」の理念に基づいて、学校通学中の障がい児に対して、放課後や夏休み等の長期休暇中に

おいて、生活能力向上のための支援を継続的に提供することにより、学校教育と相まって障がい児の自立

を促進するとともに、放課後等に充実して過ごせる場となるように取り組んだ。 

プログラムの充実に重点的に取り組み、家族からも希望の多かった公園などでの外遊びや学習の時間な

ど、個別にあったプログラムを重視して取り組んだ。プログラム活動時は、安全を第一に考え、環境設定

やプログラムなどを工夫して支援を行った。また送迎は学校の予定の変更が多く、日替わりでの支援体

制・送迎体制を変更する必要がある。ご家族や学校と連絡を密にし、きめ細かく対応した。 

コロナウイルス感染症に対する感染予防に細心の注意を払い、土曜、学校休校中の受け入れ態勢の変更

や送迎車内、事業所内での環境設定、支援プログラム実施にも感染対策を講じた。また、通所時の検温・

手洗い、アクリル板の設置(おやつ時)等の衛生管理ついて取り組み、感染拡大防止に努め利用者に安定し

たサービスを提供することができた。また医療的ケアのニーズに対応できるよう、看護師の増員を行った。 

  

    
 
 
 
 
 

 

①年間利用状況 

事業日数 定員 在籍人数 延べ利用人数 平均利用者数 利用率 

２９０日 10 人 ２７人 2５０７人 ８．６人 ８６．８％ 

 

②利用者の年齢・性別（令和４年３月） 

 男 女 計 

小学生（低学年） １ ３ ４ 

小学生（高学年） ４ １ ５ 

中学生 ８ ２ １２ 

高校生 ５ ３ ８ 

計 １８ ９ ２７ 

 

③職種別職員数（令和４年３月） 

職種 配置人数 常勤換算 

管理者（所長） １人（兼務）  

児童発達支援管理責任者 １人（常勤）  １  人 

児童指導員・理学療法士・保育士 ８人（常勤３人・非常勤５人） ３．６人 

看護師 ２人（非常勤） ０．４人 

指導員 ４人（非常勤２人）  ０．３人 

 

④事故・苦情 

支援に関する事故 ０件   

車両事故 １件  物損 

その他 １件 

苦情 ０件 

ワークショップ らいと作品展 聖火リレーゲーム 
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令和３年度事業報告 

京都市ふしみ学園（生活介護事業） 

 

１．総括 

学園が目指すべき方向性…①『「働き」「役割」を通した自己肯定感・自己有用感の向上』 ②『「多様

な経験」を通した主体的な生活（自己選択）への支援』 ③『「健康の保持」をねらいとする運動プログ

ラムの積極的な導入』 に基づき、利用者支援を行った。 

今年度も新型コロナウイルス感染症の影響により、プログラム実施には多くの制限を受けたが、感染対

策を行いながら利用者に多様なプログラムの実施を行った。 

新たな取り組みとして、バイオリニストの講師を迎え、音楽療法を

開始した。生のバイオリンの音色を鑑賞したり、打楽器等を演奏した

り、ダンスをしたりと音楽を存分に楽しみ、心身の安定を図っている。 

一昨年度より学園の運営において、７つの小会議（①利用者処遇向

上、②職員人材育成、③地域貢献、④BCP、⑤職員の休憩時間の検討、

⑥業務改善（気づき提案）、⑦3S 活動）で事業を提案・検討・改善を

実施している。全職員が各々3 つ程度のグループに所属し、事業運営

について参画をしている。 

特に⑥業務改善（気づき提案）は令和元年度 220 件、2 年度 137

件、3 年度 140 件の気づき提案が出され、職員による職場への関心が高まってきているように思われ

る。このように「働きやすい職場」「利用者満足が高まる施設」を目指して、全職員が施設運営に積極的

に参画し、利用者・ご家族・職員・地域等あらゆる方面において「よりよい施設づくり」を実践している。 

その結果、新たな利用者の獲得や通所率に反映され、また外部の方からの好評も頂き、良い循環を生み

出せていると自負している。 

  
２．年間利用状況 

事業日数 定員 在籍人数 実利用人数 1 日あたり 利用率 

243 日 55 名 68 名 14,534 名 59.8 名 108.7% 

３．職種別職員数 

 施設長 
サービス 

管理責任者 

生活支援員 

（常勤換算） 
看護師 嘱託医 

常勤職員 1（兼） 2 12   

非常勤職員   17（8.4） 1（兼） 1 

４．事故・苦情 

事故 車両事故：９件  事業事故：８件 

苦情 ０件 

５．利用者の障害支援区分 

区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 平均区分 

0 名 ２名 1９名 31 名 1６名 4.9 
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令和 3 年度報告 
  

 
 
 

 
 

在籍数     10 名 
稼働日数    296 日 
延利用数  2,450 名 
入園者数    3 名 
退園者数    5 名 
平均利用率   138％ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

                                     
 在籍数     21 名   
 稼働日数 295 日   

  延利用数 4,580 名   
入園者数  2 名   
退園者数  0 名   
平均利用率  110.9％   

 
 

 

就労継続 B 型支援事業(定員 14 名) 

新型コロナウイルスの影響で今年度もイベント出店が出来なくなり、外部

販売も一時中止するなど、売り上げの確保が難しい状況が続いた。何とか前

年度並みの収入は得られたが、新規利用者も増えたため仕事の確保が課題と

なった。そういった状況で清掃や軽作業は受注量を増やし対応した。新規の

取引先も増え、多くの方に取り組んで頂くことが出来た。コロナ禍で例年実

施しているレクリエーションは出来ず、皆さんの楽しみは少なかったが、一

生懸命仕事に取り組んで貰えたことに感謝したい。引き続き、昼食時や更衣

時は時間交代制とするなど、利用者にも協力をいただき場所の確保を行った

が、施設が狭隘なことが課題となっている。 

今年度も新型コロナウイルスの感染予防に努め、マスクの着用、手洗い、

うがい、アルコール消毒の徹底を行った。また、自立型の非接触体温計をご

寄付頂き入口に設置した。在籍人数も多く「密」を避けられない状況であっ

たが、利用者に一人の感染者を出すことなく 1 年を締めくくれたことは良か

った

 

 

就労移行支援事業(定員 6 名) 

今年度も新型コロナウイルスの影響で実習の中止や求人の見直しなどが

あり、上手く就労支援を進めることが出来なかった。下半期に実習などの

求職活動を活発に行ったため、なんとか 1 名は就職して頂くことが出来た。

実績としては昨年と同じであったが、内定を貰っている方が 3 名おられ、

今年度の支援の成果が実を結んだ。今年度も定員を大幅に上回る方に利用

して頂いたが、新規の方は離職された方が多く、こちらでも新型コロナウ

イルスの影響が見られた。 

【就労定着支援】においては、昨年度から就職者数が伸びなかったため、

就労定着支援事業の利用者も増えなかった。期間満了のため利用者数も 5

名から 3 名に減ったが、離職されたケースはなかった。定着支援事業対象

者以外の OB への定着支援も行い離職に繋がることはなかった。蔓延防止

等重点措置が発令されるなど、コロナ禍での就労支援や定着支援を手探り

で行った 1 年であった。 
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京都市山科身体障害者福祉会館 

 

令和３年度は前年度に続き新型コロナウィルス感染症の影響を大きく受けた一年となりまし 

た。再度に渡る緊急事態宣言やまん延防止等重点措置の発令、生活介護利用者・職員のコロナ

陽性者発生などにより、講習会事業や貸室事業は休止期間や利用時間短縮の繰り返しを余儀な

くさせられるなど、コロナ感染に振り回され「カラオケ」、「歌声」、「民謡」、「ウクレレ」など

歌唱を伴う教室については、感染防止の観点から前年度に続いて年間を通じて休止せざるを得

ませんでした。 

このため、本年度に実施した講座は、文科系講座では「書道」、「茶道」、「水墨画」、「華道」 

の４講座、運動系講座では「ソフトエアロ」、「太極拳」の 2 講座 計６講座となり、パソコン

講習会については、「やさしいパソコン」、「ワード基礎」、「エクセル基礎」、「オフィス応用」、

「視覚障害者パソコン」の計５講座でした。 

貸室事業においても、最終利用時間の繰り上げ、 

朝夕に館内の除菌消毒、各講習会参加者の検温、 

利用人数の制限、机・椅子等備品の除菌協力依頼 

など、出来る限りのコロナウイルス感染対策を実 

施しました。 

 また、例年実施している「外出レクリエーショ 

ン」、「やったね！秋まつり」、「年忘れ会」、「Xmas 

ジャズコンサート」などの人気行事も前年度に続いて 

全て中止とせざるを得なくなりました。 

結果的に本年度の年間利用者数は前年度比約 19.4％ 

減の 20,233 人となり昨年に続き減少しました。 

地域公益事業として地域の方を対象に行っている 

「車いす貸出事業」は、前年度から減少し、123 件 

の利用でしたが、内訳として個人貸出の増加から車椅

子貸出事業の地域の認知度の高まりを感じることが

出来ました。また、コロナ過の中でも地域住民、施設

利用者の交流を深める場として休館日の施設を活用

して「フリースペース」を行い、地域の多くの方に来

ていただきました。 

                   コロナ感染症が簡単に収束しない中、会館事業の社会 

的役割、事業の見直しを図り、少人数参加の単発講習 

会の実施や会館事業の外部へ積極的な発信を行い、次

年度も、コロナ感染の状況に即応しつつ、より安心・

安全な事業運営を行っていきたいと思います。 

【年間利用状況】             （人） 

事業日数 実利用人数 １日当たり 

306 日 

(308 日) 

20，233 

(25,104) 

66.1 

(81.5) 

【会館利用者数内訳】                                (人) 

会議室Ａ 会議室Ｂ ボランティア室 調 理 室 食  堂 ロビー 喫茶・図書ロビー 休養室 入浴室 合  計 

2,244 

(3354) 

4,468 

(4800) 

56 

(79) 

1,036 

(1233) 

4,530 

(5.896) 

229 

(324) 

3,263 

(4.590) 

3,195 

(3.426) 

1,212 

(1,402) 

20,233 

(25.104) 

（ ）内前年度 

【コロナ禍での講習会実施風景①】 

【コロナ禍での講習会実施風景②】 
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令和３年度事業報告 

京都市山科身体障害者福祉会館（生活介護事業） 
【概 要】 

日中活動では折り紙、貼り絵、アイロンビーズ、ビーズアクセサリー、絵画、ジクソ

ーパズル、切り絵などに取り組みました。創作物の一部は廊下に展示、ビーズアクセサ

リーなどは販売をしました。希望利用者には機能訓練を実施しました。柔道整復師、リ

ハビリセンターの指導の下、利用者ニーズに沿った機能訓練メニューを作成しました。

年間行事として納涼会、クリスマス会、茶話会を実施しました。納涼会ではミニゲーム、

たこ焼きづくりを企画しました。クリスマス会ではフォトフレーム作り、ミニゲーム、

タルトケーキへのフルーツデコレーションなどを行いました。職員の支援スキル向上の

一環として、内部研修を年間５回実施しました。研修後には勉強になった点、気になっ

た点などをまとめ、職員間でディスカッションを行いました。地域における公益的な取

り組みとしては、日野小学校からの依頼により、利用者１名が小学校を訪問、約１００

人の児童の前で、自身の障害や車椅子生活について講演を行いました。今年度は初めて

コロナウイルスに計４名が感染しました。感染発生時には生活介護事業を京都市の指導

に従い休所、または利用自粛し、濃厚接触チェック表を活用しながら濃厚接触者の確認

や利用者・職員への PCR 検査、休所中の利用者への在宅支援を実施しました。 

令和４年度も引き続き積極的に利用者の受け入れを行っていき、定員充足率 70％の

達成を目指します。また、６５歳以上の利用者の継続的な施設利用について関係機関と

の連絡調整を行うとともに、利用者が安定した地域生活を営んでいけるよう、施設、家

庭、関係機関との情報交換のさらなる充実を図っていきます。また、利用者、職員の健

康を守るため、コロナウイルス感染予防、感染対策の徹底に努めていきます。 

 

 

 

 

 

 

【納涼会】              【創作活動】 

【年間利用状況】 

事業日数 定員 在籍者数 実利用者数 1 日当たり 利用率 

２５６日 20 名 ３２名 ３,４６２名 １３.５名 ６７,６％ 

【利用者の障害程度区分】 

区分１ 区分２ 区分 3 区分４ 区分５ 区分６ 計 

0 名 0 名 １名 ４名 １２名 １５名 ３２名 

【職種別職員数】 

区別 管理者 
サービス管理 

責任者 
生活支援員 看護師 嘱託医 計 

常勤職員 1 名 1 名 ６名   ８名 

非常勤職員   ２名 2 名 1 名 ５名 
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令和３年度 事業報告 

京都市山科身体障害者福祉会館（指定特定相談支援事業） 
 

●事業概要 

今年度は１名の利用者が介護保険へ移行しましたが、両親を担当しているケアマネジャーに担

当を引き受けてもらえることになり、事前に連絡を取り合った上で担当者会議を開催し、引継ぎ

を行えたことで、スムーズな移行が出来ました。他にも介護保険優先年齢を間近に控えた利用者

が複数名あり、不安や疑問点の相談があった際には制度の説明や対応について説明を行いました。

介護保険移行の際には早めにケアマネジャーと連絡を取り合い、スムーズに移行できるよう今後

も対応していきたいです。 

 家族の高齢化と介護力の低下から、在宅の生活に困難をきたしてきているケースが複数ありま

す。在宅での生活の困難さを本人及び家族にしっかりと認識してもらいながら、ヘルパーの利用

やレスパイト入院・ショートステイの利用・施設入所・ひとり暮らしの検討等、次のステージへ

スムーズに移行出来るよう、関係事業所やケースワーカーと連携を図りながら支援していきたい

と考えています。 

 山科・醍醐エリアでは法人内の計画相談担当者が集まり、勉強会、情報交換会を指定特定相談

支援事業の開始当初より実施しており、その中で制度の疑問点やサービス調整上の不安などにつ

いて話し合ったり、他事業所のヘルパーの情報などを共有するなどし、それぞれの支援に生かし

てきました。昨年度よりコロナの影響で実施する機会が減ってしまい、今年度は一度も実施する

ことが出来ませんでした。サービス調整を行う上で計画相談担当者間の繋がりはとても重要なの

で、今後も必要に応じて意見交換し、緊密に連携を図れる維持できるよう努力していきたいです。 

これからも、これまでの経験や関わってきた関係機関などと協力を密にしながら相談支援のス

キルアップに努め、利用者や家族からより信頼され、その力になれる計画相談を行っていきたい

です。 

 

 

●実施状況 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 

利用支援  1 1  1 2  3 2 1 2  13 

継続支援  3 1 2 2   1  1 1 1 12 

セルフブラン              
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令和３年度事業報告書 
福祉有償運送 京都ラクシヨーネ／京都ラクシヨーネ伏見 

 

【概 要】 

福祉有償運送事業は法人の地域貢献事業としての位置づけで平成 27 年（2015 年）に

事業を開始して満７年、移動に困難を抱える地域の人たちの移動の足として広く認知され

るようになりました。今年度も新型コロナウイルスの流行が続いたため、利用者と乗務員

の安全を担保するため、車内の消毒や検温などの感染対策を行いながら、緊急事態宣言中

の期間も含め、休むことなく運行を継続しました。山科のラクシヨーネの今年度の年間運

行件数は前年比９.２％増（＋３８２件）の 4,900 件と新型コロナウイルスの流行の中で

はありましたが増加に転じました。会員数については事業の認知度の高まりもあり、前年

比 87 名増の 483 人、運行収入も前年比 9.4％増の 4,844,730 円となり、前年度を上

回りました。伏見はショートステイなど福祉サービス利用に伴う運行が多く、年間運行件

数は前年比 2.7％増（＋１４回）の５３６回、会員数は３名増の３５名でした。 

山科の新規利用については、ケアマネジャーや訪問看護ステーションから紹介に加え、

山科区社協の機関紙への掲載をきっかけに知り、問い合わせてこられた方も多くありまし

た。医療的ケアの必要な重症心身障害児の利用も引き続き伸びており、公共交通機関の利

用が難しく、自力で通院や通園を行うことができない方の移動の足としてこれまで以上に

活用が広がってきています。また、東部圏域以外の支援センターや京都市からの紹介で利

用を開始する方も増え、利用される方の居住地も山科・醍醐に留まらず、市内全域に広が

ってきており、宇治市や大津市など隣接する自治体に居住される方からの問い合わせも入

るようになりました。また、身体障害や要介護認定の方だけでなく、精神障害や知的障害

で外出や移動に困難を抱える方の利用も着実に増えてきています。 

利用目的では通院、通所と会館利用が多く、特に通院の利用は増加しています。通院先

は多岐にわたり、音羽記念病院、音羽病院、京大病院、府立医大、医療センター、第一日

赤、武田総合病院や地域のクリニックなど市内の医療機関だけでなく、岡本記念病院、宇

治病院、南京都病院など市外の医療機関への利用も数多くありました。また、今年度も重

症心身障害児の児童発達支援事業所や日帰りショートステイなど児童の療育活動に参加す

るための利用も増えました。 

数多くの新たな利用者との出会いの中で、まだまだ地域にはたくさんの移動に困りを抱

えた人がいることを思い知らされます。今年度は京都府より補助金をいただき、車両１台

を増車することができました。スタッフにも車両にも限りがありますが、生活に多くの困

りを抱える人たちの移動支援を通じて、地域のすべての人たちが希望をもち、安心して暮

らしていけるよう、利用者の思いに寄り添い、当たり前の地域での移動保障を推進し、力

を尽くしていきたいと思います。 

【令和３年度福祉有償運送運行実績概要（山科・伏見合計）】    

 事務所数 
（ヶ所） 

運転者数 
（人） 

会員数 
（人） 

運行件数 
（件） 

輸送人数 
（人） 

走行距離 
（ｋｍ） 

運行収入 
（千円） 

令和３年度 2 34 529 5,563 8,700 61,326 5,516 

（参考） 

令和２年度 
2 34 431 5,191 7,573 58,818 5,134 

21



令和３年度事業報告 

 京都市山科障害者授産所 
（生活介護事業） 

◆ 事業概要 

今年度は在籍者15 名でスタートした。新型コロナウイルスへの感染を恐れて１年間通所を控えた利用者が１名あっ

たものの、全体的には年間を通して安定した通所を維持することができた。 

 今年度も新型コロナウイルスの感染防止策として「手洗い」、「消毒」、「マスクの着用」を徹底し、通所後の検温や健

康観察をしっかりと行い、また体調のすぐれない利用者には状況に応じて自宅での療養をお願いするなどした。また、

冬場の手洗いを徹底するために食堂に温水器を設置した。 

 今年度は、嘱託医の協力を得て利用者・職員へのワクチン接種（新型コ

ロナウイルス・インフルエンザ）を勧めることができ、施設全体の感染対

策に力を注いだ。 

 利用者支援においては、家族全員が新型コロナウイルスに感染し自宅で

の療養を余儀なくされたケースも発生し、本人・家族の病状や安否確認、

ＰＣＲの検体採取などの支援を行った。  

 また相談支援事業と連携をとりながら独居利用者の入退院時の対応な

ど、居宅事業所が支援することができない制度の隙間の支援を行った。 

 次年度も新型コロナウイルスの感染予防を徹底し、利用者が安心して日

中活動に取り組める安全な環境を維持するとともに、利用者の障害特性や

生活状況に合わせた個別支援に注力し、利用者が安定した地域生活を送っていけるよう支援を行っていきたい。 

                       

                     

  

◆ 事業実績 

① 年間利用状況（令和３年度4 月～令和４年3 月） 

   

 

 

 

② 職種別職員数 

所長(兼) 
サービス管理 

責任者(兼) 

生活支援員 

（常勤） 

生活支援員 

(非常勤) 
看護師 嘱託医 計 

１ １ １ ７ １ １ 12 

 

③ 利用者障害区分 

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 計 

— — ２人 ７人 ５人 １人 15 人 

  

 

④  授産事業の収支 

                                       

 

  ⑤ 事故・苦情  なし 

事業日数 定員 在籍人数 実利用者数 1 日あたり 利用率 

２４２日 10 人 15 人 2548 人 10.5 人 105％ 

事業内訳 収入 
支  出 収支差額 

工賃 経費 収支 

印刷事業 2,566,539 1,409,596 ０ 1,156,943 

受託事業 514,163 282,086 ０ 232,077 

自主製品事業 334,651 183,518 ０ 151,133 

利息/積立 101 ０ 0 101 

合計 3,415,454 1,875,200 0 1,540,254 
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令和３年度事業報告  

京都市山科障害者授産所 
（就労継続支援 B 型事業） 

 

◆事業概要 

今年度も在籍者 14 名でスタートした。昨年度に引き続き新型コロナウイルスの影響を大きく受けた１年と

なり、今年度も感染を防止するために全利用者を対象に送迎サービスを実施した。 

また、今年度も所内での密を回避するため通所時間に時間差を設け、活動時間の短

縮を行うなど、新型コロナウイルスへの対応に力を入れた。 

新型コロナウイルスによる通所控えや持病の悪化により入院したケースもあり、年

間を通して通所は伸びなかった。 

1 月には山科エリアの施設で新型コロナウイルスの感染が相次ぎ、感染者が増加傾

向にある時期には利用者・家庭に利用自粛を呼びかけるなど、感染が広がらないよう

に努めた。 

また授産業務においては、今年度も新型コロナウイルスの影響を受け、授産業務全

般の受注数が減少し、1 年を通して作業量の確保に苦労した。 

厳しい状況の中ではあったが、チャレンジ就労体験事業や行政、支援学校などから

の見学の受け入れをなど、地域との繋がりを積極的に進めた。 

次年度も新型コロナウイルスに注意を払いながら、就労事業の収益向上と作業内容

の拡充に努めたい。 
                                         
◆事業実績 

① 年間利用状況（令和３年度4 月～令和４年3 月） 

 

 

② 職種別職員数 

所長

(兼) 

サービス管理 

責任者(兼) 

生活支援

員 

職業指導

員 

目標工賃 

達成指導員 
嘱託医 計 

１ １ １ １ １ １ ６ 

 

③ 授産事業収支 

 
 

 

④ 事故・苦情  なし 

事業日数 定員 在籍人数 実利用者数 1 日あたり 利用率 

２４２日 10 名 14 人 2,031 人 8.4 人 83.9％ 

事業内訳 収入 

支 出 収支差額 

工賃 
生活介護へ

外注費 
その他の経費 収支 

印刷事業 5,550,835 1,099,756 2,566,539 3,969,539 ▲2,084,999 

受託事業 1,228,053 220,007 514,163 111,104 382,779 

自主製品事業 1,832,386 143,137 334,651 1,131,482 223,116 

補助金 1,307,605 ０ 0 0 1,307,605 

補助金固定資産 1,370,672 0 0 0 1,370,672 

利息/積立 41 0 0 0 41 

合計 11,289,592 1,462,900 3,415,353 5,212,125 1,199,214 
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令和３年度 事業報告書 

 

京都市山科障害者デイサービスセンター (生活介護事業) 

 

◇概要  

感染予防の為、新規に環境整備したロビーの小部屋や食堂を使用し、更に三密を防ぐ環境を設定したが、今年度は

デルタ株、オミクロン株の大流行により、当事業所にも新型コロナウイルス感染症による影響が増大した一年間であ

った。複数の事業所を利用されているご利用者も多くいるため、感染状況により通所自粛要請や自主自粛による欠席

が増え、年間通所者数は昨年度と比べ、大幅に減少した。８月中旬には、職員１名が感染し、９日間の臨時閉所とな

った。マスク着用が難しい利用者が多くを占める中で、疫学調査を通し、送迎車内や食事場面等、感染リスクが高い

場面での支援方法の見直しやパーテーション等の環境設定強化、日々の活動プログラムについても参加利用者を限定

する体制をとった。しかしながら１月下旬には同フロアのやましな学園においてオミクロン株によるクラスターの発

生やぶらんこにおいても２名の利用者が感染された。今後も日中活動や生活の幅を縮小せざるを得ない状況が続くこ

とが予想されるが、感染予防を徹底し、安全に過ごせる環境と継続して開所できることを念頭に事業を続けていきた

い。 

 

◇主なプログラム  
運動、リラックス、ワーク、園芸、音楽、創作、室内レクリエーション、茶話会等  

◇あんずルーム   

少人数でゆったりした環境の中、個々の利用者にあわせ、スヌーズレンルームの利用 

や周辺の散歩やストレッチ、創作活動を行った。１０月以降から感染症予防の観点から 

利用を止めている。 

◇主な行事 

○コロナウイルス感染症流行の為、中止となった行事：歯科検診・健康診断・秋まつり・秋の一日外出・冬のお茶会

月間 ＊室内プログラムとしてお茶会に変更したり、創作活動を行ったりした。 

○実施した行事：花見・クリスマス月間・初詣・避難訓練   

◇ボランティア 年間延べ人数： １４名：緊急事態宣言時、まん延防止等重点措置期間は来所を控えていただいた。    

◇事故・苦情 利用者の係わる事故 0 件 運転事故０件 苦情 0 件 

 

①年間利用状況 

事業日数 定員 在籍人数 実利用者数 一日あたり 利用率 備考 

２７７日 ２０名 ２７名 ４,１３８名 １４．９名 ７４．６％  

②利用者の障害支援区分（令和３年３月現在） 

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 計 

０名 ０名 ０名 ３名  ７名 １７名 ２７名 

③職種別職員数 

区分 管理者 
サービス 

管理責任者 

生活 

支援員 
看護士 嘱託医 計 

基準配置 

常勤職員 

非常勤職員 

１名 

 

１名（兼務） 

１名 

１名 

１０名 

7 名 

６名 

（内兼務２名） 

 １名 

 

  １名 

 

 

1 名（嘱託） 

１3 名 

8 名 

1０名 
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令和 3 年度事業報告概要                  京都市やましな学園（生活介護事業） 

引き続き、コロナ禍で従来通りの活動が出来なかった。また、1 月には学園内でクラスターが発

生し、11 日間閉所する事になり、ご利用者・ご家族・関係事業者に多大なご迷惑をかけてしまっ

た。活動時だけでなく送迎や食事の際の人数を制限し、手洗い、消毒、検温、マスクの着用、換気

を徹底し、パーテイションや大型除菌脱臭機の設置、送迎車内にオゾン発生器設置するなど、より

一層の感染対策を行った。 

緊急事態宣言中は、ボランティアや講師を招いての音楽活動、朝市、土曜日開所の実施を見送っ

た。中止となった日帰りレクリエーションに代えては、ドーナツやファストフードを楽しむ余暇プ

ログラムを実施した。昨年度中止となった歯科検診については 7 月に 2 年ぶりの実施となったが、

健康診断については、新型コロナウイルス感染症のクラスター発生に伴い中止となった。 

生産活動については、コロナ禍で回復しない受注もあったが、昨年度から取引のギフトバックに

ついては、利用者のスキルアップもあり、一年を通し、多くの受注を受ける事が出来た。また、京

都市より就労継続支援 B 型等工賃補償補助金を受給し、昨年度は支給できなかった年度末賞与を

支給することができた。 

姉小路ギャラリーでの絵画展は４年目となり、絵画展を通し、創作活動に意欲を見出す人も増え

てきた。 

① 年間利用状況 

事業日数 定員 在籍人数 実利用人数 1 日当たり 利用率 

245 日 35 名 41 名 6,938 名 28.3 人 80.9％ 

②  利用者程度区分                     （人） 

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 計 

0 0 １ 9 24 6 40 

③ 職種別職員数                        （人） 

区分 管理者 
ｻｰﾋﾞｽ管理

責任者 
生活支援員 看護師 嘱託医 

配置人数 1 1 9 1 1 

常勤換算 0.4 1 8.9 － — 

④ 生産活動事業収支                                 （円）

令和３年度 収入 必要経費 工賃 収支差額 

受託事業 1,018,686 15,493 873,115 130,078 

自主製品 41,720 3,821 33,965 3,934 

就労継続支援 B 型等工賃補償補助金 173,235   173,235 

合  計 1,233,641 19,314 907,080 307,247 

⑤ 事故・苦情 

利用者にかかる事故 感染症 1 件 

運転事故 物損事故 4 件 人身事故 0 件 

苦情 ０件 
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                     １ 

令和 3 年度事業報告概要               京都市やましな学園（就労継続 B 型事業） 
 

令和 3 年度も、新型コロナウィルス感染症対策を怠ることなく事業運営を進めていった。 

検温やマスクなど利用者同士で声を掛け合う姿も定着し、日々変化する社会の状況を過度に怖がる

ことなく、正しく受け止め、皆で落ち着いて毎日を送ることが出来た。また各利用者の支援計画を

進めるなかで、「衛生面やマナー面のリーダーになりたい！」と立候補する利用者もおり、個々の

意識が高まっている様子が感じられた。 

 事業収入の面においては、新規利用希望者 1 名が 8 月から利用開始となり利用定着に結び着い

た。学園生活介護事業はじめ、他事業から発生した新型コロナウィルス感染症の影響により利用控

えが生じたが、今年度の重点課題にも上げた『ペアやグループでの活動』を日々の作業に積極的に

取り入れた事で、利用者のモチベーションが継続でき登園意欲へとつなげることが出来た。 

＜日常生活支援＞ 

コロナ渦のためレクリエーションやイベントに制限がある中、「いかに工夫して生活の中に楽し

みを作るか」という点に着目し、利用者会議を実施し計画を練った。 

特に 11 月と 1 月に実施したプチレクリエーションでは、利用者実行委員が中心となり企画段階

から活動し、利用者主体でのイベントを成功することが出来た。 

また、「役立つ情報を楽しみながら伝えたい！」との個別支援計画を立てたご利用者が、毎日の終

礼時に『クイズ』や『おすすめ情報』を提供して下さり、楽しい時間を共有した。 

このような取り組みを通して、コロナ渦の日常生活でも、工夫次第で楽しみやリフレッシュ方法を

見つけられる事を皆で実感した 1 年となった。 

① 年間利用状況 

事業日数 定 員 在籍人数 実利用人数 1 日当たり 利用率 

247 日 20 人 24 人 5,003 人 20.2 人 101.3％ 

② 職種別職員数                              （人） 

区分 管理者 
ｻｰﾋﾞｽ管理

責任者 
職業支援員 生活支援員 

目標工賃達

成指導員 
嘱託医 

配置人数 1 1 6 1 1 1 

常勤換算 0.2 1 3.6 1 1 － 

③ 生産活動事業収支                              （円） 

令和３年度 収入 必要経費 工賃 収支差額 

受託事業 5,605,101 1,410,198 3,388,161 806,742 

その他（預金利息含む） 1,197,501 1,000,155 892,459 ▲695,113 

合計 6,802,602 2,410,353 4,280,620 111,629 

④ 工賃支払状況                （円） 

工賃支払状況 令和３年度 前年度比 

総支給額 4,287,220 100.5% 

工賃支払対象者延べ人数 277 100.3% 

1 人当たりの 支給月額 15,477 100.2% 

⑤ 事故・苦情 

 

 
利用者に係る事故 ０件 

車両事故 物損事故 0 件 人身事故 0 件 

苦  情 ０件 
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令和３年度事業報告 
京都市だいご学園（多機能型 就労移行支援事業・就労継続支援 B 型事業） 

就労移行支援事業  

前年度に４名の就職者を送り出したが、期首に新規利用者を獲得出来なかったこともあり、今年度は６名で

スタートした。関係機関より紹介される有効求人は多く有ったが、利用者の就職のタイミングが合わず、移

行からの就職者は１名（＋B 型から１名）に留まった。また、関係機関と連携しながら新規利用者の獲得に

努めたが、就労移行の受け皿も拡大しているために期中での利用者獲得が難しく、平均通所率は９６％であ

った。そのため、基本報酬はコロナ禍の特例により最高単価が算定されたものの、給付費収入は前年度比９

０％と伸び悩み、改めてその運営の難しさを経験した一年であった。一方で、学園から就職した後に社内の

人間関係に悩んだり、さらなるスキルアップを求めて転職を希望する OB のアフターフォローなど、増え続

ける就職者に対する継続した支援のニーズは高く存在する。特にコロナ禍においては、就業日数や勤務時間

が減らされたために、在職しながら学園の B 型を並行利用し、転職支援を実施するケースが出てくるなど、

支援のニーズも多様化している。学園から退所した後も安心して働き続けられるよう関係機関との連携を

より一層深め、今まで以上に利用者、関係機関から選ばれる施設運営を行っていきたい。 

 

 

 

 

 

就労継続支援 B 型事業  

今年度は新卒者２名を迎え入れ、在籍者３９名と賑やかなスタートとなったが、コロナ禍の影響を大きく受

けた不安定な一年であった。特に感染者数が急増していた１月～２月にかけては、利用者へ時差出勤や利用

自粛の協力をお願いしながら、感染拡大防止に努めた。「緊急事態宣言」や「まん延防止等重点措置」が繰

り返して発出され、製菓・製パン事業の主要取引先である大学へ通学する学生が少ない日々も多く、また思

うように販売会も実施出来ない状況が続いていたが、粘り強く営業活動を行うことで、前年比１３９％を売

り上げることが出来た。これはひとえに法人内や支援校でのカタログ販売、取引先との合同企画など、人と

のつながりにより達成出来たものであり、改めて人とのつながりの大切さを実感することが出来た。喫茶事

業（ふらっと）においては、感染対策をしっかりと講じながら、常連客からの要望が多くあった「うどん」

やドリンクメニューを新たに追加し、顧客のニーズに向き合った運営を行った。また、「ふらっと相談 Café」

の共催や「だいご笑顔つながるプロジェクト」への参画など、ふらっとを通じてより一層地域の方との交流

を深めることが出来た。受託事業においてもコロナ禍に伴い、インバウンドや観光客の減少を受けて受託量

が減少していたが、新規取引先を２社増やしながら作業量と売上の確保に努めた。また、ふらっとの２階を

積極的に活用し、密集度を下げながら利用者が安心して作業に取り組める環境を整えた。施設外就労におい

ては、特に感染拡大が著しかった２月は一部の作業を休止するなどの影響受けたが、利用者、委託先の協力

も得て感染拡大を防ぎながら３月より作業を再開することが出来た。様々な要因により生産活動全体の売

上が低迷する中、平均工賃を向上させて支払うことができたのは、昨年度に引き続き、京都市独自の経済対

策「京都市就労継続支援 B 型工賃補償補助金」によるところが大きかった。 

 

 

年間利用状況（就労移行支援事業） 

定員・・6 名／登録人数（ 3 月 末）・・７人   

新規受入・・3 人／退所者数・・３人     

稼働日数・・24６日／通所延人数・・1.415 人 

一日当り・・5.7 人／利用率・・96％    

年間利用状況（就労移行支援事業） 

定員・・34 名／登録人数（ 3 月 末）・・37 人   

新規受入・・3 人／退所者数・・2 人     

稼働日数・・247 日／通所延人数・・8,196 人 

一日当り・・33.3 人／利用率・・98％    

平均工賃・・16,182 円 

だいご健康体操 グッドネイチャー販売会 余暇支援 
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令和３年度事業報告 

デイスポット楽（生活介護事業） 

【 概 要 】 

今年度も行事については前年度と同様に１日外出や半日外出は自粛し、外出は行き先をみんなで話し合い、

ミニドライブを行った。館内行事では５月、ミニコンサート。７月、納涼祭り、魚釣りゲーム。１０月、仮装

写真撮影。１２月、リース作り、利用者のピアノ演奏。3 月、キーホルダー作りなど２か月に１回、曜日を変

えながら計５回の行事を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

＜釣りゲーム＞              ＜初 詣＞            ＜クリスマス＞ 

通常の活動では、歩行や階段昇降、ストレッチやマッサージなど個別で行う機能訓練、カードゲームや

ボッチャ、体操プログラム、ソフトエアロなどのグループ活動や園芸、貼り絵、折り紙などの個別活動に

加え、季節に合わせた壁面画作成や行事に伴う創作、映画鑑賞、ｉｐａｄ、園芸活動を行った。個々の適

性に応じたプログラムの提供に努めた。また、施設内で月２回、散髪・美容カットの提供を行ったり、家

庭での入浴が困難な利用者に対して、入浴の機会を提供するなど生活の質の向上に努めた。入浴回数につ

いても職員体制を整え、見直しを行いながら、少しでも多くの利用者が入浴できるよう検討し、利用回数

を増やしたり、他事業所の入浴サービスとの実施間隔の調整を行うなどサービスの向上を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

＜ハロウィン＞              ＜園芸活動＞            ＜ミニドライブ＞ 

多くの学校から 11 名の実習生を受け入れ、次世代の福祉を担う職員の育成に努めた。また、京都市社会福祉

協議会が取り組んでいるチャレンジ就労体験事業に協力し、就労へのステップアップとして１名受入れ、清掃等

に従事してもらった。 

防災訓練では初めて地域の方の参加やコロナ感染により延期となったが陵ヶ岡児童館との交流会など地域と

の関わりを深める機会を設けることが出来た。また、新たに強度行動障害に取り組むことにより支援の質の向上

と職員のスキルアップを図る土台を設けることが出来た。 

令和４年度はこれまで取り組んできた支援や活動と新たに取り組む支援や活動をより充実させ、利用者と

の信頼関係を深め、サービス向上の実現と、安定した運営が行えるよう努めて行っていきたい。 

 

【年間利用状況】 

事業日 定員 在籍者数 実利用者数 １日当たり 利用率 

262 日 20 名 29 名 3979 名 15.2 名 76 名 

【利用者の障害程度区分】 

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 計 

0 名 ０名 ０名 ２名 ４名 ２３名 29 名 

【職種別職員数】 

区別 管理者 サービス管理責任者 生活支援員 看護師 嘱託医 

常勤職員 １名 １名 ６名 １名  

非常勤職員   ６名 １名 １名 

【事故・苦情】 

利用者に関わる物 ２件（事故２件、苦情０件）  車両事故 ０件 （物損０件、人身０件） 
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令和元年度 事業報告 生活サポートセンター『ほっと』 

（居宅介護・行動援護・重度訪問介護・同行援護・移動支援事業） 

 

１．事業内容 

  新型コロナウイルスへの対応について、京都府、京都市の発表や、社会情勢に合わせて行ってきた。ヘ

ルパーが業務待機になることがあった。しかしそのほとんどが、勤務日から日が離れていたため、影響は

なく、派遣の調整も問題なく行うことができた。当事業所の利用者が陽性となった事案はなかった。また

利用者が通所している事業所、あるいは他居宅介護事業所が休所した際の臨時の支援への対応も行った。 

  外出の支援については、家族や利用者と相談の上で、利用者や同行するヘルパーの感染予防も考慮し、

公共交通機関の利用を最小限にする、人混みを避ける場所の提案などを行ってきた。利用者家族からも、

コロナ禍に終息の様子が見られないことから、外出時間を短縮したり、状況が落ち着くまでは外出をキャ

ンセルしたいとの要望もあり、利用者の希望通りの外出は難しい状況にある。しかし、社会的な制限も緩

和されてきている中で、外出などの派遣も徐々に回復してきており、依然として人混みは避けてもらうよ

うにお願いしているが時間の短縮やキャンセルの件数は減ってきている。 

  居宅支援を多く利用していた利用者が施設入所をするにあたり、大幅な支援が終了することになった。

時間数が多かったため、ヘルパーの派遣時間や、収入への影響が大きく、他利用者に利用回数増の希望の

聞き取りを行ったところ、数名から要望があった。利用者と支援者の予定を調整して、支援を開始した。 

  コロナ禍での利用減少からの回復分と、新規の支援を合わせて、コロナ禍前の水準に近づくところまで

利用は回復してきている。 

  ６５歳を迎えた利用者について、当事業所では現状利用を継続することができず、利用終了となること

があった。現在利用中の利用者についても数年後に６５歳を迎える方がいることから、安心して利用して

もらうためにも支援の継続性が重要となってくる。共生型事業所の認可を受けることで、利用者に対して

介護保険サービスへの意向で不安を感じることなく、現在のサービスを継続して利用してもらうことが

できるようになるとともに、当事業所においてもニーズの取りこぼしを無くすことに繋がっていく。今後

も利用者の高齢化によるサービスの継続という問題が起こっていくことから、共生型訪問介護事業への

申請を進めていき、サービスの隙間を無くしていけるようにしていきたい。 

 
２．派遣状況 

 介護給付費 地域生活支援事業 計 

年間 

（事業収入） 

10,255 時間 

（51,948 千円） 

5,219 時間 

（12,378 千円） 

15,473 時間 

（64,365 千円） 

月平均 

（事業収入） 

855 時間 

（4,330 千円） 

435 時間 

（1,031 千円） 

1,289 時間 

（5,363 千円） 

 

３．職員体制 

管理者（兼務） サービス提供責任者 常勤ヘルパー（兼務） 事務員（兼務） 登録ヘルパー 

1 名 ４名 １名 1 名 33 名 

 

４．事故・苦情件数 

事故 ヘルパー派遣時：０件 車両：0 件（物損） 

苦情 ０件 
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令和３年度事業報告 共同ホーム あんど 

（共同生活援助（介護サービス包括型） 

 

① 事業内容 

令和２年４月に新型コロナウィルス対策の特別措置法に基づく緊急事態宣言が発令されてから、引き続

き令和３年度は、入居者の余暇外出が制限された１年だった。緊急事態宣言又はまん延防止措置法発令中

は、ご家族・入居者からご了承を頂いた上で、外出時の対応として、買い物（昼食・おやつ・日用品等）

は自由にしていただいたが、外食は中止にした。発令が解除されても、新型コロナウィルス感染症の拡大

状況を鑑み、外出先は人混みを避けて、京都市内中心。公共交通機関の乗車時間は片道３０分以内（往復

１時間）の範囲内に制限した。 

外出先の制限、感染予防対策（消毒・換気・マスク着用（出来る人）・ソーシャルディスタンスの確保・

３密を避ける）、ご家族・入居者のご希望によりワクチン３回接種を行った結果、幸い感染者は発生しな

かった。また今年度は、入居者が感染者や濃厚接触者となった場合を想定したマニュアルを作成し、対応

方法を明文化した。さら職員向けにコロナ感染防止に関する行動指針を作成し周知を行った。 

 今後の課題は、感染症や災害への対応力強化を図る観点から、感染症対策や業務継続に向けた取り組み、 

災害に当たっての地域と連携した取り組みを強化する事が必要である。 

 

②職員会議・研修                          

  家族会議１回、世話人会議３回 

③健康診断 

  利用者（通所先で実施）、職員全員に実施。 

④消火・避難訓練 

  年 2 回、消防署と協力し、消火・避難訓練を実施。 

    ※今年度は新型コロナウイルス予防の為、消防署の立ち合いなし。 

⑤利用者の障害支援区分 

性別 区分４ 区分５ 区分 6 

男性 １人 ２人 1 人 

女性 2 人 2 人  

⑥職員体制 

職 種 常勤 非常勤 

管理者（兼務） 1 人  

サービス管理責任者 1 人  

世話人・生活支援員  1３人 

夜間支援員  1３人 

⑦利用状況 

 開所日数 延利用者数 平均利用者数 

R３.4 月～ 

Ｒ４.3 月 
36５日 2,85５人 7.8２人 

⑧事故、苦情 

事故 0 件 

苦情 0 件 
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令和３度事業報告 共同ホーム あんど（短期入所） 

（短期入所事業（空床型）） 

 
① 事業内容 

令和３年度の短期入所事業（ショートステイ）は、コロナ緊急事態宣言やまん延防止等重点措置発令の影響か

ら利用を自粛されたり、またグループホーム入居者が通所する日中施設においてコロナ陽性者や濃厚接触者が発

生し、急遽ショートステイの利用を断らざるを得ないケースやキャンセルされるケースが１２件あった。しかし、

実績として令和３年度のショートステイ利用者は、男女合わせて月平均３２．９人で、昨年度の３２．９人と同

数の結果を得ることが出来た。コロナの影響があった反面、当所の短期入所事業の認知度が高まり、徐々に新規

利用者や定期利用者も増えた影響ともいえる。 

主な介助者であるご家族の入院に伴う緊急ショートステイは、３件あった。当法人内で緊急ショートステイに

対応できる施設は無く、当所の役割は重大ともいえる。今後も利用者の家庭内で突発的な状況により、緊急ショ

ートステイの依頼があれば、出来る限り協力していきたいと思う。 

また、生活サポートセンター『ほっと』がバックアップ施設として機能し、短期入所事業が円滑に進むよう連

携を図っていきたい。さらに適切な利用者支援が出来るよう短期入所従事者の介助技術を向上させ、個々の障が

い特性に合った支援が出来るよう取り組みたい。 

 

② 年間利用状況 

＜月別居室利用状況＞           （人） ＜利用者数＞           （人） 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 職種別職員数          ④ 事故、苦情 

 

  
令和３年度 

男性寮 女性寮 計 

４月 ２３ ３６ ５９ 

５月 ２４ １８ ４２ 

６月 ２３ １４ ３７ 

７月 ２４ １６ ４０ 

８月 ９ ２３ ３２ 

９月 １９ ５ ２４ 

10 月 ２５ １４ ３９ 

11 月 ２０ １６ ３６ 

12 月 ２０ １４ ３４ 

1 月   ８ ２ １０ 

2 月 １２ ３ １５ 

3 月 ２０ ７ ２７ 

  ２２７ １６８ ３９５ 

  
令和３年度 

男性寮 女性寮 計 

４月 ８ ６ １４ 

５月 ７ ６ １３ 

６月 ９ ５ １４ 

７月 ８ ７ １５ 

８月 ３ ６ ９ 

９月 ６ ４ １０ 

10 月 ７ ５ １２ 

11 月 ６ ７ １３ 

12 月 ９ ５ １４ 

1 月   ５ ４ ９ 

2 月 ４ ３ ７ 

3 月 ５ ３ ８ 

  ７７ ６１ １３８ 

職 種 非常勤 

管理者（兼務） 1 人 

世話人・生活支援員 

夜間支援従事者（兼務） 

１３人 

事故 0 件 

苦情 0 件 
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令和３年度事業報告 

放課後等デイサービス すてーじ 

☆事業概要 

開所して５年目の令和３年度は、前年度末に高等部卒業等で７名が退所されたが、６名の新規利用者を

迎え入れた。さらに年度途中での在籍利用者の利用日数増加の希望にも対応し、通所率確保に努めた。し

かし、新型コロナウイルス感染予防のため長期の利用自粛や、家庭都合等での欠席、入院での長期欠席も

あり、平均利用率は９１％だった。 

また、新型コロナウイルス感染者発生による休所や、家族・本人が濃厚接触者になったため、利用自粛

を要請した日が４日あり、そういったことも平均利用率が低い原因となっている。 

令和３年度は放課後等デイにとって大きな報酬改定があり、当所にとって今まで取得していた高額の加

算が廃止になるなど、大きな痛手を負う結果となった。また、新たに医療的ケアの必要度合いによって３

区分に分けることになり、医療的ケア区分が高いほど報酬が高い反面、看護師職員を手厚く配置する仕組

みとなった。今後も医療的ケア児と職員配置のバランスを考えながら運営していく必要がある。 

令和３年度は高等部卒業のため２名退所することが決まっているが、来年度３名の新規利用者を迎え入

れる予定になっている。来年度も定員を越えて受け入れていくが、毎年卒業のため退所する利用者が出て

くるため、来年度途中から翌年度を見据えた利用者の確保が必要になってくる。 

☆主なプログラム 

創作・室内レクリエーション・スヌーズレン・屋上遊び・クッキング・外出・フィジカルケア 

 

☆年間利用状況 

事業日数 定員 在籍人数 利用延べ人数 平均利用者数 利用率 

２８８日 １０人 ２８人 ２６３５人 ９．１人 ９１．１％ 

☆利用者の内訳 

 小学生（低学年） 小学生（高学年） 中学生 高校生 合計 

男 ３人 ４人 ５人 ５人 １７人 

女 ４人 ５人 １人 １人 １１人 

合計 ７人 ９人 ６人 ６人 ２８人 

☆職種別職員数 

職種 管理者 児童発達支援管理責任者 児童指導員 保育士 看護師 

常勤 １名（兼務） １名 ２名 １名 １名 

非常勤   ４名  ３名 

☆事故・苦情 

・利用者に関わる事故 ２件 

事故 物損事故 ２件 人身事故 １件 

苦情 なし 

＜創作＞ ＜室内ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ＞ ＜クッキング＞ ＜屋上遊び＞ 
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	２０ 生活サポートセンター「ほっと」



